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特
に
ス
ポ
ー
ツ
に

興
味
が
あ
る
方
で
は

な
い
が
、
ニ
ュ
ー
ス

で
世
界
陸
上
・
走
高

跳
が
あ
っ
た
。
世
界

記
録
は
２
・
45
ｍ
と
の
こ
と
だ
。

い
か
に
身
長
が
高
い
と
い
え
こ
の

高
さ
を
飛
び
越
え
る
の
は
信
じ
が

た
い
感
が
あ
る
。
地
道
な
練
習
・

訓
練
方
法
の
お
か
げ
だ
ろ
う
が
、

人
間
の
身
体
能
力
の
凄
さ
に
驚

く
。
世
界
陸
上
は
日
本
で
の
開
催

だ
が
、
世
界
バ
レ
ー
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
開
催
だ
▼
ふ
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
が
競
い
合
う
世
界
大
会
、

ゴ
ル
フ
・
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー

・
水
泳
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
な

ど
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
世
界
大
会

は
各
地
で
地
元
の
施
設
を
使
い
盛

ん
に
開
催
さ
れ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

放
送
さ
れ
て
い
る
▼
４
年
ご
と
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
今
日
的
に
考
え

て
み
る
と
無
駄
が
多
い
よ
う
に
感

じ
る
。
宿
泊
所
、
選
手
村
、
競
技

場
な
ど
の
建
設
問
題
、
警
備
の
人

員
、
食
事
の
準
備
等
々
。
さ
ら
に

利
権
が
ら
み
が
か
な
り
濃
厚
で
、

政
府
の
強
引
な
誘
致
活
動
も
目
立

つ
。
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
コ
ロ
ナ

禍
で
開
催
が
一
年
遅
れ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
。
誘
致
す
る
際
に
当

時
の
安
倍
首
相
は
〝
福
島
原
発
事

故
の
汚
染
水
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下

に
あ
る
〞
と
言
っ
た
こ
と
▼
も
う

一
つ
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
最
近

排
外
主
義
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
る

が
、
片
親
が
外
国
人
の
日
本
人
選

手
が
増
加
し
て
き
て
い
る
事
実
。

プ
ロ
テ
ニ
ス
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

な
ど
で
は
お
馴
染
み
、
今
回
の
世

界
陸
上
で
も
、
同
様
の
日
本
人
選

手
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
時
代
の
流
れ
で
あ
ろ

う
。
世
界
中
の
人
々
が
等
し
く
交

流
で
き
て
い
る
事
実
の
表
れ
と
も

感
じ
る
。
自
然
な
現
象
で
あ
り
、

排
除
で
は
な
く
「
人
権
」
を
大
切

に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
（
無
）

お申し込み・お問い合わせは、☎078ー393ー1817まで

兵庫県保険医協会第106回評議員会兵庫県保険医協会第106回評議員会
臨時（決算）総会・第48回共済制度委員会臨時（決算）総会・第48回共済制度委員会

11月16日（日）13時～17時30分　兵庫県保険医協会会議室

・13時～　第106回評議員会　　・14時50分～　臨時（決算）総会

・15時～　第48回共済制度委員会
　特別報告「 日銀利上げ局面での金融市場見通しと
 新たな運用手法の潮流」　　　　　　　　　　　

　大樹生命保険株式会社　執行役員　山崎　亮氏
・16時10分～　特別講演

「『社会的投資国家』に学ぶ日本の戦略」
諸富　徹氏（京都大学公共政策大学院教授）（写真）

【おかざき　ふみのり】1968年生ま
れ。兵庫県労働組合総連合事務局次
長。「神戸・ 市民要求を実現する
会」などの市民団体の事務局長とし
て神戸市政にかかわる運動の先頭に
立つ。

２０２５年(令和７年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２１１４号（１）

2114
2025年10月5日

秋の共済制度募集秋の共済制度募集
好評受付中好評受付中!!!!
２面に案内

資料請求は右のフォームから資料請求は右のフォームから
お問い合わせは、お問い合わせは、
☎078－393－1805 共済部まで☎078－393－1805 共済部まで

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
第34回 ひまわり号
ボランティア参加、募金にご協力を ２面

８面第34回日常診療経験交流会プログラム

審査対策部だより「審査委員名簿」 ３面

神戸市長選挙（10/26）　岡崎史典氏と政策協定

市民生活応援の市政へ転換を市民生活応援の市政へ転換を!!
　

大
型
開
発
優
先
の
神
戸
市
政
を
転
換
し
医
療
機
関
と
市
民
の
命
・
健

康
を
守
ろ
う
―
―
。
協
会
と
同
神
戸
支
部
は
10
月
26
日
投
開
票
の
神
戸

市
長
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
９
月
25
日
の
支
部
幹
事
会
と
９
月
27
日
の
理

事
会
で
、
市
長
選
挙
へ
の
立
候
補
表
明
を
行
っ
て
い
る
「
神
戸
・
市
民

要
求
を
実
現
す
る
会
」
の
事
務
局
長
で
あ
り
、「
市
民
に
あ
た
た
か
い

神
戸
を
つ
く
る
会
」
が
擁
立
し
た
無
所
属
候
補
で
あ
る
岡
崎
史
典
氏
と

政
策
協
定
を
行
っ
た
上
で
、
支
持
推
薦
す
る
こ
と
を
承
認
。
10
月
４
日

に
岡
崎
氏
本
人
と
「
２
０
２
５
年
神
戸
市
長
選
挙
に
あ
た
っ
て
開
業
保

険
医
師
、
お
よ
び
歯
科
医
師
の
重
点
要
求
（
案
）」（
５
面
）
の
全
項
目

に
つ
い
て
合
意
し
、
支
持
推
薦
を
行
っ
た
。

　

神
戸
市
長
選
挙
に
あ
た
っ
て
、

協
会
神
戸
支
部
は
９
月
25
日
の
幹

事
会
で
、「
２
０
２
５
年
神
戸
市

長
選
挙
に
あ
た
っ
て
開
業
保
険
医

師
、
及
び
歯
科
医
師
の
重
点
要
求

（
案
）」（
以
下
、
要
求
案
、
５
面

に
掲
載
）
を
討
議
。

　

現
在
の
久
元
喜
造
市
政
に
つ
い

て
、「
中
学
生
以
下
の
医
療
費
無

料
化
を
撤
回
し
市
民
負
担
を
増
や

す
一
方
、
医
療
機
関
の
窮
状
に
手

を
差
し
伸
べ
ず
、
三
宮
再
整
備
や

湾
岸
道
路
な
ど
大
型
開
発
に
数
百

億
円
を
投
じ
て
い
る
」
と
批
判
。

今
回
の
市
長
選
挙
を
要
求
実
現
の

機
会
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
今
回
「
市
民
に
あ

た
た
か
い
神
戸
を
つ
く
る
会
」
が

擁
立
し
た
無
所
属
候
補
で
あ
る
岡

崎
史
典
氏
は
、
久
元
市
政
の
転
換

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、「
神
戸
・

市
民
要
求
を
実
現
す
る
会
」
や

「
原
発
を
な
く
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
推
進
す
る
兵
庫
の
会
」
の
事

務
局
長
を
務
め
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
協
会
や
神
戸
支
部
が
参
加
す
る

市
民
運
動
を
と
も
に
進
め
て
き
た

経
験
か
ら
、
岡
崎
氏
と
懇
談
し
、

政
策
協
定
の
締
結
を
行
っ
た
上

で
、
支
持
・
推
薦
を
決
定
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

神
戸
支
部
の
決
定
を
受
け
、
９

月
27
日
の
理
事
会
で
は
、
歴
史
的

経
過
も
踏
ま
え
て
「
神
戸
市
は
兵

庫
県
と
同
等
の
重
み
を
も
つ
政
令

指
定
都
市
で
あ
り
、
神
戸
市
長
選

挙
に
お
い
て
特
定
の
候
補
を
協
会

本
体
が
支
持
推
薦
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
確
認
。
神
戸
支
部
と
同

様
、
政
策
協
定
の
締
結
を
行
っ
た

上
で
、
支
持
・
推
薦
を
決
定
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
10
月
４
日
、
西
山
裕
康
理
事

長
ら
が
、
岡
崎
氏
に
「
要
求
案
」

を
示
し
て
、
政
策
協
定
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
、「
独
自
の

医
療
機
関
向
け
財
政
措
置
を

実
施
し
て
ほ
し
い
」「
マ
イ

ナ
保
険
証
の
強
引
な
推
進
で

医
療
現
場
も
患
者
も
混
乱
し

て
い
る
。
資
格
確
認
書
を
全

員
に
交
付
し
て
ほ
し
い
」

「
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

西
市
民
病
院
の
新
築
移
転
、

六
甲
病
院
の
灘
区
か
ら
東
灘

区
へ
の
移
転
、
済
生
会
兵
庫

県
病
院
の
三
田
市
民
病
院
と

の
統
合
、
神
戸
徳
洲
会
病
院

の
新
築
移
転
等
、
市
と
し
て

地
域
の
医
療
関
係
者
の
意
見
を
聞

き
、
丁
寧
に
進
め
る
べ
き
だ
」
な

ど
と
訴
え
た
。

　

岡
崎
氏
は
「
ご
指
摘
は
そ
の
通

り
。
同
じ
政
令
市
で
も
、
大
阪
市

や
仙
台
市
で
は
、
独
自
に
医
療
機

関
の
経
営
を
支
え
る
努
力
を
し
て

い
る
。
医
療
を
守
る
こ
と
は
、
市

民
の
命
と
健
康
に
責
任
を
持
つ
自

治
体
と
し
て
当
然
。
そ
う
し
た
こ

と
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
で

き
る
市
政
に
転
換
し
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
、「
要
求
案
」
を
医
療

分
野
政
策
の
中
心
に
位
置
付
け
て

た
た
か
う
こ
と
を
強
調
し
、
政
策

協
定
に
調
印
し
た
。

選
挙
活
動
は

「
有
志
の
会
」
で

　

方
針
で
は
、
協
会
と
し
て
支
持

推
薦
を
行
う
も
の
の
、
個
々
の
会

員
の
思
想
・
信
条
・
政
治
活
動
の

自
由
を
保
障
す
る
立
場
か
ら
、
選

挙
活
動
は
協
会
と
は
別
に
「
有
志

の
会
」
で
行
い
、
有
志
の
会
へ
の

賛
同
を
呼
び
か
け
る
。

※
有
志
の
会
ア
ピ
ー
ル
を
５
面
に

掲
載
。
ま
た
、
本
号
に
募
金
用
紙

を
同
封
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

市
民
に
あ
た
た
か
い

神
戸
を
つ
く
る
会

岡
崎　

史
典
氏

岡崎氏を激励する西山裕康理事長（左２人目）と
田中孝明支部長（右３人目）ら神戸支部役員　　

第
34
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
へ
ご
参
加
を

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

医
療
Ｄ
Ｘ
や
健
康
格
差

多
職
種
で
考
え
る
機
会
に

　

日
常
診
療
の
現
場
で
の
経
験
を

多
職
種
で
共
有
し
、
地
域
医
療
の

質
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
10
月
に
開
催
し
て
い
る
「
日
常

診
療
経
験
交
流
会
」（
通
称
：
日

常
診
）。
第
34
回
と
な
る
今
年

は
、「
ネ
ッ
ト
社
会
の
危
う
さ
と

医
療
の
か
か
わ
り
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
、
10
月
26
日
（
日
）
10
時

よ
り
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
会
議

室
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
（
特
別

講
演
と
分
科
会
の
一
部
は
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可

能
で
す
）。

　

政
府
は
近
年
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
化
の
名
の
も
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
や
資
格
確
認
の
義
務
化
、

電
子
カ
ル
テ
の
共
通
化
、
医
療
情

報
の
共
有
化
な
ど
を
急
速
に
進
め

て
い
ま
す
。
医
療
の
高
度
化
や
地

域
医
療
の
改
善
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
は
重
要
で
す
が
、
医
療
費
抑

制
を
前
提
と
し
た
Ｄ
Ｘ
推
進
に
は

慎
重
な
議
論
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
場
の
声
を
集
め
、
医
療
の
本
質

を
見
失
わ
な
い
た
め
に
も
、
今
こ

そ
多
職
種
の
経
験
交
流
が
必
要
で

す
。

　

今
年
の
特
別
講
演
に
は
、
千
葉

大
学
名
誉
教
授
の
近
藤
克
則
先
生

を
お
迎
え
し
、「
健
康
格
差
の
縮

小
は
可
能
か
？
」
と
題
し
て
、
25

年
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。
所
得
と
健
康
の

関
係
、
格
差
の
構
造
と
対
策
に
つ

い
て
、
深
い
示
唆
が
得
ら
れ
る
内

容
で
す
。

　

分
科
会
で
は
、
医
師
・
歯
科
医

師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
・
歯
科
技

工
士
な
ど
多
職
種
に
よ
る
報
告
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や

医
療
Ｄ
Ｘ
、
地
域
連
携
、
在
宅
ケ

ア
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
）
問
題
、
や
さ
し
い
日
本
語

な
ど
、
日
常
診
療
に
根
ざ
し
た
多

彩
な
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。

　

医
療
の
現
場
で
日
々
奮
闘
さ
れ

て
い
る
先
生
方
、
ご
家
族
、
ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
来
場
・

1010//2626（（日）日）1010時～時～
ぜひお越しください!!!ぜひお越しください!!!

企画の詳細や分科会の企画の詳細や分科会の
プログラムを８面に掲載プログラムを８面に掲載

オ
ン
ラ
イ
ン
と
も
に
参
加
費
無
料

で
す
。
ぜ
ひ
ご
予
定
く
だ
さ
い
。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２１１４号２０２５年(令和７年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) （２）

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

笹
江　

岳
児
先
生

姫
路
市　

精
神
・
心
療
内
科

９
月
16
日

享
年
52
歳

◇
出
席
者

23
人

◇
確
認
事
項　

機
関
会
議
の
主
な

予
定
と
内
容
：
評
議
員
会
・
共
済

制
度
委
員
会
・
決
算
総
会
（
11
／

16
、
共
済
制
度
委
員
会
特
別
報
告

「
最
近
の
金
融
動
向
と
保
険
医
協

会
の
共
済
（
仮
）」
講
師
：
山
崎

亮
大
樹
生
命
執
行
役
員
、
評
議
員

会
特
別
講
演
「『
社
会
的
投
資
国

家
』
に
学
ぶ
日
本
の
戦
略
」
講

師
：
諸
富
徹
京
都
大
学
公
共
政
策

大
学
院
教
授
）
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
情
勢　

厚
労
省
は
２
０
２
６
年

度
予
算
で
過
去
最
大
の
34
・
８
兆

円
を
要
求
し
、
医
師
偏
在
是
正
や

地
域
医
療
構
想
実
現
に
向
け
た
新

規
事
業
を
多
数
計
上
。
診
療
所
承

継
・
開
業
支
援
、
市
町
村
の
医
師

確
保
モ
デ
ル
、
広
域
マ
ッ
チ
ン
グ

を
予
算
・
税
制
両
面
で
強
化
。
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
や
Ｄ
Ｘ
、
救
急

・
医
薬
品
供
給
も
重
点
化
す
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

ⅰ
）「
生
活

保
護
基
準
引
下
げ
は
違
法
！
厚
生

労
働
大
臣
は
最
高
裁
判
決
を
受
け

入
れ
て
謝
罪
し
、
一
刻
も
早
く
違

法
状
態
を
是
正
し
て
く
だ
さ
い
」

署
名
へ
の
協
力
、
ⅱ
）「
Ａ
Ｌ
Ｓ

新
薬
『
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ
ン
筋
注
用
25

㎎
』
早
期
出
荷
に
関
す
る
要
望
」

を
福
岡
資
麿
厚
生
労
働
大
臣
な
ら

び
に
エ
ー
ザ
イ
に
提
出
す
る
こ

と
、
ⅲ
）
木
村
英
子
参
議
院
議
員

と
の
協
議
、
ⅳ
）
国
会
要
請
行
動

（
９
／
24
）
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
／

26
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
ネ
ッ
ト
社

会
の
危
う
さ
と
医
療
の
か
か
わ

り
」）
に
つ
い
て
、
演
題
発
表
予

定
が
20
に
上
っ
て
い
る
こ
と
、
各

支
部
か
ら
地
域
特
産
品
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
、
プ
レ
企
画
で
あ
る

心
肺
蘇
生
法
実
技
講
習
会
（
９
／

６
）
に
82
人
が
参
加
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

（
９
月
13
日　

理
事
会
よ
り
）

～障がい者の夢を乗せて走る～フレンドシップトレイン～障がい者の夢を乗せて走る～フレンドシップトレイン

第34回 ひまわり号第34回 ひまわり号
ボランティア参加、募金にご協力くださいボランティア参加、募金にご協力ください

　今年、コロナ禍以降６年ぶりに、障がい者の夢と希望を乗せて団体列車「ひ
まわり号」が走ります。
　第34回となる今年のひまわり号は、11月９日（日）、滋賀県彦根市への旅を
予定しています。彦根城博物館やキャッスルロードの散策を通じて、障がいの
ある方もそうでない方も、共に旅を楽しみ、理解を深め、思いを共有する一日
となることを願っています。
　障がいは、生まれつきのものだけでなく、病気や事故、心身の老化などによ
って、誰もが経験する可能性のあるものです。その辛さは、実際に経験してこ
そ実感できるもの。高齢化が進む日本において、障がい者と健常者の間に明確
な線引きはできません。
　まちづくりの考え方も、「バリアフリー」から「ユニバーサルデザイン」へ
と進化し、誰もが暮らしやすい社会を目指す動きが広がっています。しかし、
列車での外出には、ホームと車両の隙間や段差など、障がい者にとって命にか
かわる危険が潜んでおり、まだまだ安心して利用できるとは言えません。
　だからこそ、「いつでも、だれでも、どこへでも、安心して利用できる交通
のしくみ」と、「誰もが安心して住み続けられるまちづくり」を求めていくこ
とが、今の社会に必要です。
　「ひまわり号」は、障がい者だけでなく、すべての人の夢と希望の実現に向
かって走ります。参加者を「介助する側／される側」として分けるのではな
く、「ともに旅を楽しむ仲間」として、協力し合いながら一日を過ごします。
　ボランティア参加が可能な方は、本号にお申し込み用紙を同封しております
ので、FAXでお申し込みください。当日のご参加が難しい方も、ぜひ募金での
ご支援をお願いいたします。

日　時　11月９日（日）雨天決行
JR神戸駅またはJR明石駅に７時50分集合、18時30分頃解散予定
行　先　明石・神戸発～滋賀県彦根市
主　催　ひまわり号を走らせる神戸実行委員会

※ ボランティアへご協力いただける方…同封のお申し込み用紙にご記入
の上FAXでご返送ください。改めて詳細をご連絡いたします。
※ 募金にご協力いただける方…下記口座へお振込みをお願いします。
　　振込口座：三井住友銀行 神戸営業部 普通 9088160
　　　　　　　ヒョウゴケンホケンイキヨウカイ

お問い合わせは、☎078－393－1840 協会事務局 伊地知まで

理事長　　西山　裕康

地
域
医
療
守
る
た
め
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を
!!

医
師
・
歯
科
医
師
の
声　

各
地
か
ら

　

来
春
の
２
０
２
６
年
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
て
、
協
会
が
取
り
組

む
医
師
・
歯
科
医
師
署
名
。「
期

中
改
定
や
、
国
の
責
任
に
よ
る
補

助
金
等
で
の
緊
急
財
政
措
置
を
早

急
に
行
う
こ
と
」「
26
年
診
療
報

酬
改
定
で
少
な
く
と
も
10
％
以
上

の
大
幅
な
引
き
上
げ
」「
患
者
窓

口
負
担
の
大
幅
軽
減
」
の
３
点
を

求
め
る
も
の
で
、
県
内
各
地
の
会

員
医
療
機
関
か
ら
連
日
多
数
の
署

名
と
切
実
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
、
署
名
は
９
／
27
ま
で
に
３

０
０
筆
を
超
え
て
い
る
。

　

寄
せ
ら
れ
た
声
の
一
部
を
紹
介

す
る
。

・
物
価
高
騰
、
光
熱
水
費
上
昇
、

人
件
費
上
昇
で
、
経
営
が
大
変

苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ン

プ
ル
に
初
診
料
、
再
診
料
の
適

正
な
価
格
へ
の
引
き
上
げ
を
切

に
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
赤
穂
市
）

・
物
価
高
に
合
わ
せ
て
診
療
報
酬

を
あ
げ
、
自
由
診
療
と
の
整
合

性
を
。
（
西
宮
市
・
勤
務
医
）

・
直
ち
に
、
補
助
金
を
給
付
し
て

く
だ
さ
い
。
来
年
の
診
療
報
酬

改
定
で
は
遅
す
ぎ
て
間
に
合
い

ま
せ
ん
。

（
宝
塚
市
）

・
経
営
が
厳
し
く
、
来
年
度
以
降

の
閉
院
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（
川
西
市
）

・
従
業
員
給
与
の
手
取
り
ア
ッ
プ

が
政
府
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
保
険
点
数
が
同
じ
よ

う
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
な
い

の
は
明
ら
か
に
お
か
し
い
。
小

規
模
事
業
所
が
お
か
れ
て
い
る

現
状
の
改
善
を
望
む
。

（
川
西
市
・
歯
科
）

・
消
費
税
の
ぶ
ん
も
ま
か
な
え
な

い
。
物
価
、
賃
金
増
に
全
く
対

応
で
き
な
い
。
検
査
会
社
も
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
も
す
べ
て

上
昇
し
て
い
る
。
や
っ
て
い
け

な
く
な
る
。

（
芦
屋
市
）

・
若
年
癌
患
者
や
難
病
患
者
の
負

担
も
減
ら
し
て
ほ
し
い
（
３
割

↓
１
割
な
ど
）

（
東
灘
区
）

・
Ｄ
Ｘ
に
予
定
以
上
の
費
用
を
要

し
ま
し
た
。
今
後
も
Ｄ
Ｘ
前
に

比
べ
て
毎
月
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
Ｕ
Ｐ
で
す
。
医
療
機
関
に

と
っ
て
良
い
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
よ
う
で
す
。

（
灘
区
）

・
地
域
の
開
業
医
は
国
民
の
健
康

を
守
る
た
め
尽
力
し
て
い
ま
す

が
、
物
価
高
騰
の
低
診
療
報
酬

に
よ
り
経
営
が
逼
迫
し
、
地
域

医
療
が
崩
壊
の
危
機
に
あ
り
ま

す
。
実
際
に
２
０
２
５
年
９

月
、
明
石
市
で
過
重
労
働
に
よ

り
50
代
の
開
業
医
が
急
逝
す
る

痛
ま
し
い
事
例
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
の
事
態
は
低
診
療
単
価

に
よ
る
過
密
診
療
が
背
景
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
重
大
問
題
で

あ
り
、
国
と
し
て
早
急
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。（
西
脇
市
）

・
地
方
で
は
機
械
な
ど
の
償
却
が

悪
い
で
す
。
診
療
報
酬
に
て
カ

バ
ー
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
た
つ
の
市
・
病
院
）

・
最
近
で
は
、
医
療
機
関
の
パ
ー

ト
対
応
の
時
間
給
が
、
他
業
給

と
比
べ
て
、
同
等
か
、
む
し
ろ

他
業
給
よ
り
低
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
医
療
機
関
で
は
診
療

料
の
引
き
上
げ
以
外
に
改
善
方

法
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
三
田
市
）

・
金
属
代
や
、
人
件
費
の
上
昇
に

よ
り
、
支
出
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
患
者
様
の
負
担

も
大
き
く
な
っ
て
お
り
増
口
負

担
の
軽
減
を
求
め
ま
す

（
豊
岡
市
・
歯
科
）

【オンライン署名は
　こちらから　 】

協会の取り組む

「緊急財政措置と診療報酬の
 大幅引き上げを求める」

医師・歯科医師署名にご協力ください医師・歯科医師署名にご協力ください

　協会では、2026年診療報酬改定に
向けて、医師・歯科医師署名に取り
組んでいます。
　長らく続く政府の低医療費政策に
加え、この間の物価高騰で、多くの
医療機関の経営が悪化しています。
この現状を打開するために、ぜひ、
ご協力をお願いします。

もっと便利な積立保険

※労務トラブルに関する保険もお問い合わせください！

加入者数5万人、
積立金総額1兆3千億円

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

非営利だから
コスパが秀逸

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

協 会の 共済制度
ドクターに最適を提供します

天災や水漏れによる休業損害も安心

秋は一時払の増額受付のみ

しっかり増やす貯蓄型保険

介護保険Sasa*L (ササエル)
保険料が断然安い

秋の共済募集 好評受付中！秋の共済募集 好評受付中！

署名用紙を
本号同封



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２５年(令和７年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第２１１４号

調
査
ル
ー
ル
は

変
わ
ら
な
い

　

国
税
庁
は
従
来
の
Ｋ
Ｓ
Ｋ
（
国

税
管
理
シ
ス
テ
ム
）
を
進
化
さ
せ

た
Ｋ
Ｓ
Ｋ
Ⅱ
を
令
和
８
年
度
４
月

よ
り
運
用
開
始
し
ま
す
。
す
べ
て

金
融
機
関
と
の
情
報
共
有
等
あ
ら

ゆ
る
個
人
情
報
を
集
中
化
す
る
こ

と
で
調
査
選
定
・
事
務
処
理
に
生

か
そ
う
と
Ａ
Ｉ
化
を
急
速
に
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

税
務
調
査
は
指
導
を
兼
ね
た
調

査
で
あ
る
べ
き
で
す
が
、
情
報
を

盾
に
事
績
に
こ
だ
わ
る
強
権
的
な

調
査
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
事
前
通
知
な
ど
税
務
調
査
の

ル
ー
ル
を
定
め
た
「
国
税
通
則

法
」「
税
務
運
営
方
針
」
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

従
来
通
り
、
税
務
調
査
は
任
意

調
査
で
あ
り
、
毅
然
と
し
た
対
応

が
必
要
で
す
。
事
前
通
知
か
ら
当

日
ま
で
の
対
応
で
気
を
付
け
る
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

事
前
通
知
へ
の

適
切
な
対
応
を

　

税
務
調
査
は
納
税
者
に
電
話
で

事
前
通
知
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
実
地

の
調
査
を
行
う
旨
を
通
知
し
調
査

日
を
決
め
ま
す
。
そ
の
他
、
調
査

項
目
に
わ
た
り
通
知
さ
れ
ま
す
。

通
知
と
異
な
る
調
査
は
違
法
で

す
。
協
会
の
事
前
通
知
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
（
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）
を
活
用
し
て
漏
れ
な

く
確
認
し
、
内
容
を
記
録
し
ま
し

ょ
う
。
協
会
・
保
団
連
で
は
、
国

税
局
や
国
税
庁
に
対
し
て
書
面
に

よ
る
事
前
通
知
を
要
求
し
て
い
ま

す
が
、
書
面
で
の
通
知
は
拒
否
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

準
備
期
間
が
短
い
場
合
に
は
、

顧
問
税
理
士
や
協
会
と
相
談
し
て

余
裕
を
持
っ
た
調
査
日
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
調
査
日
は
合
理
的
な

理
由
を
示
せ
ば
変
更
が
可
能
で

す
。
な
お
、
税
理
士
に
提
出
す
る

税
務
代
理
権
限
証
書
に
は
本
人
へ

の
通
知
が
省
略
さ
れ
る
チ
ェ
ッ
ク

欄
が
あ
り
ま
す
が
、
通
知
は
本
人

が
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し

ょ
う
。

調
査
当
日
に
は

毅
然
と
対
応

　

調
査
当
日
は
、
税
務
署
員
に
は

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、
所

属
や
氏
名
、
調
査
理
由
、
調
査
期

間
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

あ
く
ま
で
税
務
調
査
は
任
意
調

査
で
す
。
納
税
者
の
同
意
を
得
て

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
調

査
時
は
金
庫
・
机
の
引
き
出
し
・

ス
マ
ホ
・
私
物
等
勝
手
に
調
べ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば

「
パ
ソ
コ
ン
を
見
せ
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
て
も
触
ら
せ
ず
、
必
要

な
部
分
の
み
印
刷
し
て
示
し
ま
し

ょ
う
。

　

書
類
の
持
ち
帰
り
や
コ
ピ
ー
を

求
め
ら
れ
て
も
応
じ
る
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。
書
類
を
撮
影
し
た

り
、
デ
ー
タ
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
な

ど
で
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
こ
と
も

必
ず
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

不
当
な
調
査
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
に
も
、
メ
モ
や
録
音
を
と

り
、
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
臨
場
時
の
や
り
取
り

で
、
国
税
庁
は
「
質
問
応
答
記
録

書
」
の
作
成
（
法
律
上
の
強
制
力

は
な
い
）
を
税
務
職
員
に
ノ
ル
マ

化
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
不
正
」

な
ど
の
言
質
を
引
き
出
し
、
不
正

事
案
と
し
て
重
加
算
税
を
課
す
た

め
に
今
後
の
調
査
を
有
利
に
展
開

し
よ
う
と
の
意
図
で
す
。

　

ま
た
訴
訟
と
な
っ
た
場
合
に
税

務
署
側
の
「
証
拠
資
料
」
と
な
り

ま
す
の
で
、
サ
イ
ン
（
押
印
）
を

強
要
し
て
き
ま
す
が
、
ま
ず
は
必

ず
内
容
を
確
認
し
、
恣
意
的
な
箇

所
は
是
正
を
求
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

税
務
署
員
は
調
査
終
了
時
に
、

「
調
査
結
果
」（
法
74
条
11
項
）

の
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
修
正
す
べ
き
事
項
は
納
得
す

る
ま
で
話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
、

修
正
申
告
の
勧
奨
が
あ
っ
て
も
、

安
易
に
サ
イ
ン
（
押
印
）
に
応
じ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
問

題
が
な
け
れ
ば
「
是
認
通
知
」
の

送
付
が
あ
り
ま
す
。

カ
ル
テ
開
示
に
は

応
じ
な
い

　

医
師
・
歯
科
医
師
は
、
医
師
法

・
歯
科
医
師
法
と
は
別
に
、
刑
法

等
に
よ
り
厳
格
な
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の

個
人
情
報
を
含
む
カ
ル
テ
の
開
示

を
求
め
ら
れ
て
も
応
じ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
自
費
診
療
収
入
の
額
な

ど
の
会
計
記
録
を
診
療
記
録
で
あ

る
カ
ル
テ
に
は
記
さ
な
い
よ
う

に
、
日
常
か
ら
の
注
意
も
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

「
お
尋
ね
」
文
書
に

ご
注
意
を

　

税
務
署
は
「
申
告
内
容
の
お
尋

ね
」
と
い
っ
た
行
政
指
導
文
書
を

送
付
し
て
呼
び
出
し
て
い
ま
す
が

最
近
の
例
で
は
間
違
い
は
明
ら
か

な
場
合
、
呼
び
出
す
手
間
を
簡
略

に
す
る
た
め
修
正
申
告
を
送
り
付

け
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

文
書
を
発
送
し
納
税
者
に
判
断

を
委
ね
る
等
々
で
接
触
を
増
や
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
行
政
指
導
は

法
律
上
「
任
意
の
協
力
に
よ
っ

て
」
実
施
す
る
も
の
で
す
。
応
じ

な
い
た
め
に
不
利
益
な
取
り
扱
い

を
行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
安
易
に
回
答
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

調
査
の
通
知
の
際
に
は
協
会

（
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
）
や
税

理
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

協
会
税
務
講
師
団　
　

中
村　
　

明
税
理
士

税
務
調
査
の
心
構
え

調
査
は
任
意　

毅
然
と
し
た
対
応
を

１． 事前通知の内容をチェックシートで
確認

２． 無予告の調査は理由を問いただし、
日を改めさせる

３． 捜査令状のない調査はすべて任意調
査

４． 調査の理由を確かめ問題点を明らか
にして対応

５． 立会人を置き、メモや録音で内容を
確認

６． 帳簿等の持ち帰りは断り、現場での
調査を徹底させる

７． 任意調査でカルテ提示の義務はない
８． 承諾のない反面調査には強く抗議を
９． 調査に関係ない場所への立ち入りは

断る
10． 調査終了時には書面等による納得の

いく説明を求める

〈税務調査10のポイント〉

支払基金・国保連合会の審査委員名簿
　協会は、社会保険診療報酬支払基金兵庫支部および兵庫県に対し、本年６月に改選
された診療報酬審査委員会委員名簿の開示請求を行い、名簿が公開されたので掲載す
る。審査委員の任期は２年（2025年６月～2027年５月）。支払基金の委員名には協会
で医・歯・薬を付した。なお、新任の審査委員には下線を付した。

兵庫県社会保険診療報酬支払基金審査委員名簿
明石　恭治 ・ 医
淺野　達藏 ・ 医
安藤　健治 ・ 医
飯尾　　純 ・ 医
家田　泰浩 ・ 医
五百蔵智明 ・ 医
石川　朗宏 ・ 医
石原　健造 ・ 医
石原　正治 ・ 医
市橋　宏亮 ・ 医
伊藤　康夫 ・ 医
乾　　由明 ・ 医
入江正一郎 ・ 医
上芝　伴尚 ・ 医
植田　　孝 ・ 医
上野　　洋 ・ 医
宇座　徳光 ・ 医
内山　敏行 ・ 医
内海　浩彦 ・ 医
梅本　善哉 ・ 医
太田　國隆 ・ 医
大西　淳子 ・ 医
岡本　隆弘 ・ 医
岡田　昌也 ・ 医
岡林　孝直 ・ 医
岡山　明洙 ・ 医
鬼木俊太郎 ・ 医
貝原　　聡 ・ 医
垣淵　正男 ・ 医
陰下　敏昭 ・ 医
金田　邦彦 ・ 医
川端　　岳 ・ 医
北村　嘉章 ・ 医
久呉　真章 ・ 医

葛原　　啓 ・ 医
工藤　宏計 ・ 医
栗本　康夫 ・ 医
黒田　祐一 ・ 医
古賀　正史 ・ 医
古形　芳則 ・ 医
小坂　　正 ・ 医
後藤　義人 ・ 医
齊藤　清治 ・ 医
齋藤　　実 ・ 医
三枝　康宏 ・ 医
阪井　宏彰 ・ 医
阪上　義雄 ・ 医
佐藤　哲夫 ・ 医
塩田　麻理 ・ 医
四ノ宮　隆 ・ 医
島　　正彦 ・ 医
志水賢一郎 ・ 医
白川　勝朗 ・ 医
白野　純子 ・ 医
杉本　貴樹 ・ 医
須田研一郎 ・ 医
左右田裕生 ・ 医
高橋　明広 ・ 医
髙橋　修一 ・ 医
高橋　洋二 ・ 医
武木田誠一 ・ 医
竹島　泰弘 ・ 医
竹田　章彦 ・ 医
竹田　　晃 ・ 医
武田　　学 ・ 医
橘　　史朗 ・ 医
辰巳　　弘 ・ 医
塚本　卓也 ・ 医

塚本　好彦 ・ 医
築部　卓郎 ・ 医
辻　　　壽 ・ 医
辻本　英明 ・ 医
角田　雅也 ・ 医
戸田　和夫 ・ 医
戸根幸太郎 ・ 医
中神　祐介 ・ 医
中川　修史 ・ 医
中田　邦也 ・ 医
長野　　徹 ・ 医
中原　保治 ・ 医
中村　　徹 ・ 医
仁木　敏晴 ・ 医
西村　善博 ・ 医
信永　敏克 ・ 医
野間　研一 ・ 医
白　　鴻泰 ・ 医
橋村　孝久 ・ 医
八若　博司 ・ 医
濱岡　　守 ・ 医
早川みち子 ・ 医
林　　孝俊 ・ 医
原田　健次 ・ 医
原田　　晋 ・ 医
東山　　洋 ・ 医
平林　宏章 ・ 医
平林　弘久 ・ 医
廣利　浩一 ・ 医
廣瀬　宗孝 ・ 医
藤岡　宏幸 ・ 医
藤木　暢也 ・ 医
藤本　久貴 ・ 医
藤原　　進 ・ 医

古橋　淳夫 ・ 医
牧野　　仁 ・ 医
松田　良信 ・ 医
松村　　勝 ・ 医
松本　　修 ・ 医
松本　　健 ・ 医
眞庭　謙昌 ・ 医
丸山修一郎 ・ 医
三浦　一樹 ・ 医
三木　　誠 ・ 医
水谷　　伸 ・ 医
水野　秀隆 ・ 医
宮崎　栄二 ・ 医
宮崎　睦雄 ・ 医
深山　鉄平 ・ 医
村岡　章弘 ・ 医
森　　岳樹 ・ 医
森田　宏紀 ・ 医
森　　博子 ・ 医
藥師神公和 ・ 医
安田　　義 ・ 医
安福　正男 ・ 医
山川　　勝 ・ 医
山口　　務 ・ 医
山中　義夫 ・ 医
山本　　聡 ・ 医
山本　修士 ・ 医
山本　慎一 ・ 医
吉岡　信也 ・ 医
吉田　泰久 ・ 医
吉原　　哲 ・ 医
李　　進隆 ・ 医
和田　義孝 ・ 医
新井　茂俊 ・ 歯

伊豆田　聖 ・ 歯
井上　俊治 ・ 歯
浦野　雅彦 ・ 歯
金村　洋一 ・ 歯
川越　弘就 ・ 歯
岸　　和久 ・ 歯
岸本　裕充 ・ 歯
郷田　祥二 ・ 歯
西條　眞悟 ・ 歯
櫻井　章雄 ・ 歯
澤村　英明 ・ 歯
高瀬　昌幸 ・ 歯
高橋　研之 ・ 歯
谷池　直樹 ・ 歯
冨田　真一 ・ 歯
中川　博喜 ・ 歯
中町　守人 ・ 歯
西原　一雅 ・ 歯
波戸本　均 ・ 歯
花岡　敬三 ・ 歯
春木　隆伸 ・ 歯
日置　英徳 ・ 歯
平田　幸男 ・ 歯
福島　和弘 ・ 歯
堀畑　勝巳 ・ 歯
水尻　大希 ・ 歯
森山　　浩 ・ 歯
八竹　利明 ・ 歯
弓場　成訓 ・ 歯
鄭　　淳太 ・ 薬
西川　真司 ・ 薬
吉田　太郎 ・ 薬

第38期兵庫県国民健康保険診療報酬審査委員名簿

保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
代
表

青木　康夫・整
朝田　真司・内
荒木　邦公・整
安藤　浩司・歯
伊賀　俊行・眼
五十嵐　充・耳
伊澤　　弘・内
今井　敏夫・泌
大江与喜子・内
大北　　実・内

大西　　尚・内
岡村　　縁・内
上村　清仁・歯
川井田徳之・泌
菅野　一郎・薬
木村　　道・内
児島　隆介・内
小髙　正裕・内
坂田　哲啓・外
杉木　雅彦・内

鈴木光太郎・内
須山　　徹・脳
関　　良太・歯
竹内　一喜・整
竹内陽史郎・内
田中　晴夫・内
谷口　賢蔵・小
冨永　幸治・内
中西　裕子・眼
中村　　正・内

西庵　克彦・内
錦　　和彦・歯
延沢　　彰・内
橋本　　創・外
花川　公麿・内
福井　威志・内
藤岡　武人・内
前田　信証・外
松岡　弘高・内
松本　　卓・内

村岡　憲次・歯
村山　知行・内
毛利　昭郎・麻
森本　敬祐・歯
山本　修平・歯
横田　　光・産
米田　　豊・内
渡部　一也・歯

保　

険　

者　

代　

表

秋本　常久・薬
吾妻　眞幸・内
今井　康雄・内
江原　重幸・内
大谷　卓弘・整
大野　伯和・外
岡　　伸俊・泌
春日井博志・内
加茂　統良・皮
河北　誠二・耳

川北　直人・外
河村　　肇・産
苅田　典生・内
楠原　英明・歯
後藤　直大・外
近藤　　威・脳
坂井　　諭・歯
坂井　智代・眼
杉安　保宣・内
関　　保道・内

関川　明人・歯
髙倉　正裕・内
高原　秀典・外
竹尾　正彦・外
谷山　明子・内
豊川　晃弘・外
中島　憲治・歯
長畑　洋司・外
中村　　功・内
成山　　硬・内

西浦　哲雄・内
西岡　昭彦・外
尾藤　利憲・皮
日野　高睦・整
前田　　希・歯
真垣　一成・内
松原　　司・整
松村　英治・歯
水谷　　肇・内
森本　泰文・歯

矢野　雅文・外
山﨑　　亨・内
山下　晴央・脳
山西　行徳・精
山本　英雄・精
吉田　秀次・歯
脇田　　昇・外
和田　聡子・内

公　
　

益　
　

代　
　

表

明石　昌也・歯
安積　靖友・外
粟野孝次郎・内
井口　哲弘・整
井上　智夫・内
上谷　良行・小
太田　恭介・外
大西　祥男・内
岡田　幸也・整
影山　恭史・内

堅田　博行・薬
門口　　啓・内
北村　嘉隆・呼外
木下　　保・歯
喜吉　賢二・産
小管　浩文・外
小谷　穣治・外
小林　研二・外
小松原　彰・歯
阪本　尚典・歯

佐藤　四三・外
佐藤　美晴・外
佐貫　　毅・内
塩見　洋作・耳
篠　　裕美・内
正田　悦朗・整
白坂　大輔・内
杉本　　健・内
鈴木　　透・泌
石　　亦文・歯

副島　俊典・放
瀧　　琢有・脳
滝内　　聡・歯
橘　　進彰・歯
永井　　宏・皮
中村　　毅・外
中本　光春・外
濵辺　　豊・外
原田　俊彦・整
福永　　睦・外

福本　　聡・外
細田　弘吉・脳
松井　　聖・内
間森　　聡・内
見野　耕一・精
向原　伸彦・外
山本　満雄・外
山𦚰　吉朗・形

月
刊
保
団
連
臨
時
増
刊
号

『
保
険
医
へ
の
税
務
調
査

 

２
０
１
８
年
改
訂
版
』

事
前
通
知
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
心

構
え
な
ど
、
税
務
調
査
へ
の
備
え

と
な
る
１
冊
。
会
員
頒
価
１
０
０

０
円（
送
料
込
）。
ご
注
文
は
、
税

経
部
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で

担
当
者
、
場

所
、
目
的
、
対

象
と
な
る
税

目
、
調
査
の
対

象
の
期
間
・
帳

簿
書
類
な
ど
11
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第
35
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
in
東
京　

参
加
記

環
境
・
公
害
対
策
部
「
明
石
川
流
域
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
視
察
会
」

環
境
・
公
害
対
策
部
「
明
石
川
流
域
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
視
察
会
」

ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
フ
ク
シ
マ
、そ
し
て
未
来
へ

 

〜
肥
田
舜
太
郎
先
生
の
教
え
を
胸
に
。

産
廃
下
流
で
高
濃
度
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

疾
病
予
防
へ
具
体
的
対
策
を

「
父
と
暮
ら
せ
ば
」か
ら

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

副
理
事
長　
　

近
重　

民
雄

評
議
員　
　

松
岡　

泰
夫

　

反
核
医
師
の
会
は
８
月
30
日
〜
31
日
に
か
け
て
、
東
京
都
内
で

「
第
35
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
in
東
京
」
を
開
催
。「
被
爆
80
年　

反
核
平
和
運
動
・
被
爆
者
支
援
・
被
爆
医
療
の
歴
史
を
学
び
継
承
し

よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
日
本
被
団
協
代
表
委
員
の
田
中
煕
巳
さ

ん
や
若
手
医
師
ら
が
登
壇
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
俳
優
の
斉
藤
と
も

子
さ
ん
の
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
全
国
か
ら
１
８
６
人
が
集

ま
り
、
兵
庫
協
会
か
ら
は
５
人
が
参
加
し
た
。
近
重
民
雄
副
理
事
長

・
松
岡
泰
夫
評
議
員
の
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　

総
勢
20
人
以
上
の
先
生
方
が
参

加
さ
れ
、
地
元
で
熱
心
に
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
汚
染
の
実
態
を
調
べ
て
お
ら
れ

る
松
本
さ
ん
が
わ
れ
わ
れ
に
地
元

の
現
状
を
詳
し
く
話
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
現
場
の
視
察
を
行
っ

た
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
全
国
的
に
も
ま

だ
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
ら

ず
、
今
般
問
題
に
な
り
か
け
て
い

る
物
質
で
あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検

　

環
境
・
公
害
対
策
部
は
９
月
７
日
、「
明
石
川
流
域
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚

染
学
習
会
＆
視
察
会
」
を
開
催
し
、
会
員
ら
21
人
が
参
加
し
た
。
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
水
質
汚
染
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
明
石
川
流
域
を
、

住
民
で
つ
く
る
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
を
考
え
る
西
区
有
志
の
会
」
の
松

本
勝
雄
氏
の
案
内
で
見
学
し
た
。
参
加
し
た
松
浦
伸
郎
先
生
と
眞
田

幸
昭
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

出
さ
れ
な
い
た
め
に
は
予
防
す
べ

き
対
象
物
質
も
多
い
。

　

当
日
明
石
川
下
流
域
か
ら
上
流

ま
で
明
石
川
の
側
道
を
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
橋
の
た

も
と
の
堰
や
川
の
中
心
部
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
濃
度
の
測
定
値
の
資
料
を
見

な
が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

明
ら
か
に
上
流
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃

度
が
高
く
、
そ
の
高
濃
度
排
泄
場

所
も
あ
る
程
度
わ
か
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
た
。

　

高
濃
度
の
水
路
の
上
流
に
は
管

理
型
産
廃
最
終
処
分
場
が
あ
り
、

さ
ら
に
高
濃
度
の
水
路
の
上
流
に

は
安
定
型
最
終
産
廃
処
分
場
も
あ

る
。
こ
の
た
め
管
理
型
で
さ
え
長

年
の
遮
水
工
の
使
用
で
仕
切
り
と

な
っ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が

劣
化
し
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
流
れ
出
た

も
の
と
推
測
さ
れ
た
。

を
た
ど
っ
て
い
る
。
工
場
の
生
産

現
場
で
は
様
々
な
有
害
物
質
が
排

出
さ
れ
る
こ
と
は
致
し
方
な
い
、

経
済
の
発
展
が
よ
り
重
要
で
あ
る

と
い
う
昭
和
の
戦
後
経
済
発
展
し

た
時
期
の
考
え
が
今
も
そ
の
ま
ま

生
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。

　

す
み
よ
い
環
境
を
作
る
に
は
具

体
的
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
真

剣
に
考
え
実
行
す
る
時
代
が
す
で

に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
れ
が
疾
病
予
防
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
後
は
経
済
界
優
先
の
論
理
で

水
俣
病
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
に
も
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
経
済
界
や
地
元
の
住
民
を
含

　

９
月
７
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
播
州
平
野
東
端
を
流
れ
る
明
石

川
流
域
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
視
察
会
に
参
加

し
た
。
厳
し
い
残
暑
の
中
、
術
後

の
身
で
大
変
キ
ツ
か
っ
た
が
、
得

る
と
こ
ろ
は
と
て
も
多
か
っ
た
。

　

無
味
無
臭
の
上
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

認
知
度
が
ま
だ
ま
だ
低
く
、
欧
米

の
よ
う
に
然さ

し
た
る
法
的
規
制
も

な
く
、
安
全
基
準
（
註
）
も
定
ま

ら
な
い
の
で
、
実
質
的
に
放
置
さ

れ
て
い
る
感
が
強
い
。
以
前
か
ら

め
た
多
く
の
人
々
が
納
得
で
き
る

対
策
を
考
え
、
人
々
が
健
康
に
暮

ら
し
て
い
く
に
は
地
域
の
河
川
水

が
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な

い
か
今
後
も
十
分
な
観
察
が
必
要

と
思
わ
れ
た
。

 

【
姫
路
市　

松
浦　

伸
郎
】

こ
の
問
題
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
松
本
勝
雄
さ
ん
の
説
明

と
引
率
で
、
個
人
で
は
と
て
も
回

れ
な
い
場
所
を
、
効
率
よ
く
見
学

で
き
て
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

被
害
が
大
き
く
な
る
前
に
、
い

っ
そ
う
の
啓
発
活
動
と
関
連
企
業

に
よ
る
汚
染
物
質
の
河
川
へ
の
流

出
、
放
流
を
止
め
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
古
く
か
ら

作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
歴
史
遺
産

の
堰
を
通
っ
て
、
田
畑
に
農
業
用

水
の
一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
の
で
、
農
家
の
方
の
不
安
を
解

消
す
べ
く
、
Ｊ
Ａ
明
石
も
「
誰
が

悪
い
、
カ
レ
が
悪
い
」
で
は
な

く
、
食
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
、
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
農
産
物
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
既
に
摂
津
市
で
経
過
観

察
中
の
事
例
が
あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
決
し
て
明
石
に
限

っ
た
話
で
は
な
く
、
沖
縄
県
の
よ

う
に
米
軍
基
地
の
あ
る
町
は
も
と

よ
り
、
全
国
に
共
通
し
た
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
す
で
に
、
岡
山
県

吉
備
町
、
摂
津
市
（
住
民
が
公
害

調
停
申
請
）、
愛
知
県
豊
川
町
、

東
京
都
多
摩
地
区
で
も
住
民
運
動

が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
兵
庫

県
で
は
先
ん
じ
て
積
極
的
な
活
動

を
し
て
お
ら
れ
る
丸
尾
牧
県
議
な

ど
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
全
国
オ
ン
ラ
イ
ン

連
絡
会
に
、
合
流
す
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
。
明
石
高
専
の
学

生
さ
ん
た
ち
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
聞
き
し
た
方
が
良
い
。

　

上
水
道
管
放
流
前
に
、
活
性
炭

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水

道
水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度
は

下
が
っ
て
い
る
と
の
お
話

で
あ
っ
た
が
、
使
用
済
の

活
性
炭
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、

広
島
県
の
業
者
に
よ
っ

て
、
再
生
利
用
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
広
島
県
保
険

医
協
会
と
も
連
携
し
て
、

広
島
県
民
の
健
康
を
守
る

た
め
、
す
ぐ
に
で
も
残
留

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
ゆ
く
え
を
フ

ォ
ロ
ー
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

岡
山
県
吉
備
町
の
事
例
は
、
こ

の
使
用
済
み
活
性
炭
フ
ィ
ル
タ
ー

を
、
長
年
の
間
、
処
理
せ
ず
野
ざ

ら
し
に
し
て
い
た
の
が
原
因
で
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
が
流
出
し
た
。

　

河
川
中
や
地
域
住
民
の
血
液
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
測
定
に
加
え
て
、
明
石
川

水
辺
に
生
息
す
る
動
物
や
鳥
、
淡

水
魚
類
を
環
境
省
、
そ
の
他
の
行

政
の
協
力
の
下
、
血
液
採
取
は
勿

論
の
事
、
遺
伝
子
異
常
発
生
率
な

ど
生
物
学
研
究
者
に
経
時
的
に
依

頼
・
探
索
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

解
剖
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

行
政
は
、
住
民
に
不
安
を
与
え

た
く
な
い
と
い
う
意
向
ら
し
い

が
、
や
は
り
、
科
学
的
検
証
の
も

と
、
事
実
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
、

正
し
い
知
識
が
あ
っ
て
こ
そ
、
被

害
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
註
）「
安
全
基
準
は
先
に
あ
ら

ず
」
兵
庫
保
険
医
新
聞
第
２
１
０

６
号
（
25
年
７
月
５
日
）
参
照

 

【
丹
波
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眞
田　

幸
昭
】

　

も
う
一
方
の
安
定
型
の

産
廃
処
分
場
で
は
廃
棄
物

か
ら
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
流
出
が

直
接
地
中
に
入
り
流
水
に

混
入
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
た
。
そ
れ
以
上
は
様
々

な
外
圧
が
感
じ
ら
れ
十
分

な
解
明
が
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

た
。

　

工
場
か
ら
出
る
化
学
物

質
の
検
出
に
関
し
て
は
水

俣
病
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
問
題
な
ど

と
比
較
的
よ
く
似
た
経
過

　

私
は
斉
藤
と
も
子
さ
ん
と
い
う

名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
顔

も
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
と

い
う
程
度
の
認
識
で
し
た
。

　

彼
女
は
１
９
９
９
年
に
井
上
ひ

さ
し
さ
ん
の
戯
曲
で
、「
父
と
暮

ら
せ
ば
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
劇

団
こ
ま
つ
座
の
お
芝
居
に
被
爆
者

の
役
で
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
爆
者
の
役
を
す
る
な
ら
被
爆

者
の
気
持
ち
に
な
っ
て
演
じ
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
で
実
際
に
ヒ
ロ

シ
マ
に
行
っ
て
、
直
接
３
人
の
被

爆
者
の
方
の
経
験
や
生
活
そ
の
も

の
を
十
分
時
間
を
か
け
て
聞
い
た

と
い
う
大
変
な
努
力
家
で
す
。

　

ま
た
、
自
ら
被
爆
し
生
涯
、
被

爆
者
医
療
に
か
か
わ
ら
れ
た
肥
田

舜
太
郎
医
師
と
交
流
さ
れ
ま
し

た
。
胎
内
被
爆
に
よ
る
原
爆
小
頭

症
の
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
と
の

交
流
（
き
の
こ
会
）
や
、
そ
の
後

の
フ
ク
シ
マ
の
被
ば
く
者
と
の
交

流
な
ど
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
お

り
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

ご
自
分
の
講
演
が
終
わ
っ
て
も

私
服
に
着
替
え
ら
れ
、
次
の
座
談

会
を
一
番
前
で
熱
心
に
聞
か
れ
て

い
ま
し
た
。
神
戸
市
北
区
の
ご
出

身
と
い
う
こ
と
で
、
機
会
が
あ
れ

ば
兵
庫
県
保
険
医
協
会
に
お
呼
び

し
て
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

後
半
は
特
別
企
画
、
若
手
医
師

・
医
学
生
の
座
談
会
で
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

（
核
兵
器
禁
止
条
約
）
締
約
国
会

議
に
参
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
企
画
の
特
徴
は
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ

―
Ｑ
と
い
う
外
部
ツ
ー
ル
を
利
用

し
て
い
た
こ
と
で
す
。
こ
の
ツ
ー

ル
を
使
え
ば
講
演
者
へ
の
質
問
は

当
然
で
す
が
、
こ
れ
以
外
に
フ
ロ

ア
の
人
た
ち
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
ク
イ
ズ

を
出
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

挙
手
や
質
問
用
紙
よ
り
も
ハ
ー

ド
ル
が
低
い
の
か
、
質
問
す
る
人

　

反
核
医
師
の
会
の
２
日
目
、
斉

藤
と
も
子
さ
ん
の
講
演
「
ヒ
ロ
シ

マ
か
ら
フ
ク
シ
マ
、
そ
し
て
未
来

へ
〜
肥
田
舜
太
郎
先
生
の
教
え
を

胸
に
。」
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

民
医
連
の
大
先
輩
で
、
か
つ
て
埼

玉
県
連
の
理
事
長
だ
っ
た
今
は
亡

き
肥
田
舜
太
郎
先
生
と
、
彼
女
と

の
密
な
関
係
に
は
「
目
か
ら
鱗
」

の
驚
き
で
し
た
。

　

肥
田
先
生
は
、
原
爆
投
下
時
に

は
広
島
の
陸
軍
病
院
に
勤
務
す
る

軍
医
で
し
た
。
原
爆
投
下
の
前
日

に
往
診
依
頼
が
あ
り
、
広
島
か
ら

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
瀬
戸
内

調
の
不
調
を
訴
え
、
突
然
吐
血

し
、
亡
く
な
る
例
が
散
見
さ
れ
た

と
の
事
（
内
部
被
曝
に
よ
る
放
射

線
障
害
）
で
し
た
。
さ
ら
に
「
原

な
っ
た
は
ず
の
お
父
さ
ん
が
現
れ

て
、「
お
ま
え
の
仕
事
は
、
二
度

と
原
爆
の
悲
劇
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
じ
ゃ
け
ん
」
と
強

く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
言
葉
は
、
生
き
残
っ
た
者

や
わ
れ
わ
れ
へ
の
大
切
な
伝
言
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
彼
女

の
広
島
弁
は
、「
生
粋
の
広
島

人
」
の
よ
う
で
生
き
生
き
し
て
、

さ
す
が
女
優
さ
ん
だ
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

爆
ぶ
ら
ぶ
ら
病
」
と
言
わ

れ
る
状
況
も
、
被
爆
の
影

響
で
あ
る
と
先
生
は
断
言

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

斉
藤
さ
ん
は
、
大
学
院

で
社
会
福
祉
の
学
び
を
深

め
、
被
爆
者
の
方
を
研
究

テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
時
は
肥
田
先
生

か
ら
は
厳
し
い
ア
ド
バ
イ

ス
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
素
晴
ら
し
い
師
弟
関

係
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

講
演
の
中
で
、
斉
藤
さ

ん
が
出
演
さ
れ
た
「
父
と

暮
ら
せ
ば
」
と
い
う
演
劇

を
、
実
際
に
「
朗
読
」
で

再
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
原
爆
で
亡
く

記
念
講
演
を
し
た
斉
藤
と
も
子
さ
ん

田中煕巳さん（右２人目）らが被爆者運動の継承を
テーマに語り合ったシンポジウム　　　　　　　　

明石川に沿って上流へ移動しながら
見つかったPFAS汚染や周辺の環境
を説明する松本さん（右２人目）

参加者皆で記念撮影。高濃度のPFASが
検出された産廃下流付近で　　　　 　

感 想 文

明
石
川
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

全
国
で
連
携
し
科
学
的
検
証
を

感 想 文

　あなたの一歩が、核のない社会への希
望になります。どうか、私たちとともに
歩んでください。
※ 本紙に入会申込用紙を同封しています。
お問い合わせは、☎078－393－1807まで

―反核医師の会へ、―反核医師の会へ、
 ご入会のお願い― ご入会のお願い―

海
の
島
に
出
か
け
ま
し
た
。
遅
く

な
っ
た
の
で
、
そ
の
翌
日
に
広
島

に
帰
る
予
定
で
し
た
が
、
そ
の
帰

る
日
に
原
爆
が
落
ち
ま
し
た
。

　

１
日
違
い
で
先
生
は
原
隊
に
復

帰
し
ま
し
た
が
、
広
島
は
全
く
の

焼
け
野
原
で
し
た
。
被
爆
し
生
き

残
っ
た
人
が
大
や
け
ど
を
し
、
火

傷
で
垂
れ
下
が
っ
た
皮
膚
を
引
き

ず
り
な
が
ら
徘
徊
し
、
そ
し
て
死

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
時
の
肥
田
先
生
の
経

験
で
は
、
直
接
被
爆
し
た
人
で
は

な
く
、
後
で
救
援
に
駆
け
つ
け
た

軍
人
軍
属
が
し
ば
ら
く
た
っ
て
体

が
大
勢
み
ら
れ
ま
し
た
。
兵
庫
県

保
険
医
協
会
で
も
機
会
が
あ
れ
ば

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
―
Ｑ
を
採
用
し
て
み
て

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２５年(令和７年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)（５） 第２１１４号

は
じ
め
に

　

２
０
２
５
年
神
戸
市
長
選
挙

は
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
時
代
の
地

域
医
療
再
構
築
と
、
急
速
な
少
子

高
齢
化
、
物
価
高
騰
に
よ
る
暮
ら

し
の
困
難
が
深
刻
化
す
る
中
で
行

わ
れ
る
。
政
府
は
社
会
保
障
費
の

さ
ら
な
る
抑
制
を
進
め
、
病
床
削

減
や
負
担
増
を
強
行
し
、
医
療
・

介
護
現
場
へ
の
し
わ
寄
せ
が
拡
大

し
て
い
る
。
全
国
有
数
の
政
令
指

定
都
市
で
あ
る
神
戸
市
の
市
長
の

姿
勢
は
、
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、

国
の
政
策
に
も
影
響
を
与
え
る
重

み
を
持
つ
。

　

し
か
し
現
久
元
市
政
は
、
巨
額

を
投
じ
る
三
宮
再
開
発
や
神
戸
空

港
の
国
際
化
な
ど
に
偏
重
し
、
郊

外
・
人
口
減
少
地
域
の
医
療
や
福

祉
、
交
通
な
ど
生
活
イ
ン
フ
ラ
を

切
り
捨
て
て
き
た
。
ま
た
、
公
約

に
掲
げ
て
い
た
「
中
学
生
以
下
の

医
療
費
無
料
化
」
は
事
実
上
反
故

に
さ
れ
、
国
保
料
の
独
自
控
除
や

法
定
外
繰
り
入
れ
を
廃
止
す
る
な

ど
、
国
の
制
度
改
悪
に
追
随
す
る

姿
勢
を
取
っ
て
き
た
。

　

わ
れ
わ
れ
は
地
域
医
療
の
担
い

手
と
し
て
、
医
療
政
策
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
市
民
の
暮
ら
し
と
平

和
、
安
全
を
守
る
た
め
に
、
下
記

の
政
策
提
言
を
掲
げ
、
そ
の
実
現

を
次
期
市
長
に
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

Ⅰ 

、
神
戸
市
の
医
療 

施
策
に
つ
い
て

１ 

、
地
域
医
療
・
公
衆
衛
生
体
制

を
充
実
す
る
こ
と

①
物
価
高
騰
で
苦
し
む
医
療
機
関

に
市
と
し
て
独
自
の
財
政
措
置
を

行
う
こ
と
。

②
コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
を
活
か
し
、

医
療
提
供
体
制
や
保
健
所
の
体
制

を
抜
本
的
に
見
直
し
、
感
染
症
病

床
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
増
床
、
検
査
体
制

を
充
実
さ
せ
、
保
健
所
を
各
区
に

再
配
置
し
、
地
域
住
民
の
健
康
に

責
任
を
持
て
る
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

す
る
こ
と
。

③
北
区
の
地
域
医
療
の
核
で
あ
る

済
生
会
兵
庫
県
病
院
と
三
田
市
民

病
院
と
の
統
合
再
編
は
、
地
域
の

医
療
関
係
者
や
患
者
、
住
民
の
声

を
聞
き
、
慎
重
に
行
う
こ
と
。

④
死
亡
事
故
を
繰
り
返
す
神
戸
徳

洲
会
病
院
が
安
全
に
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
監
督
す
る
と
と
も

に
、
同
病
院
が
垂
水
駅
前
に
新
設

予
定
の
病
院
が
、
約
束
通
り
「
産

科
・
小
児
科
救
急
を
含
め
た
救
急

機
能
を
持
っ
た
総
合
病
院
」
と
し

て
継
続
的
に
役
割
を
果
た
せ
る
の

か
、
慎
重
に
審
査
・
指
導
を
行
う

こ
と
。
ま
た
、
25
年
開
院
予
定
が

白
紙
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
市

内
西
部
の
産
科
・
小
児
科
の
医
療

提
供
体
制
を
ど
う
構
築
す
る
の
か

示
す
こ
と
。

⑤
西
市
民
病
院
の
移
転
・
新
築
計

画
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
構
想
に

従
い
、
病
床
数
削
減
を
行
わ
ず
、

救
急
医
療
、
小
児
・
周
産
期
医

療
、
感
染
症
・
災
害
医
療
な
ど
の

政
策
的
医
療
へ
の
対
応
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
。

⑥
六
甲
病
院
の
灘
区
か
ら
、
東
灘

区
へ
の
移
転
に
あ
た
っ
て
、
地
域

の
医
療
提
供
体
制
に
障
害
が
生
じ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２ 

、
福
祉
医
療
制
度
を
拡
充
す
る

こ
と

①
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、
高

校
３
年
生
世
代
ま
で
通
院
・
入
院

と
も
無
料
と
す
る
こ
と
。

②
重
度
障
害
者
（
児
）、
ひ
と
り

親
家
庭
等
へ
の
助
成
内
容
・
対
象

を
拡
充
す
る
こ
と
。

③
流
行
性
耳
下
腺
炎
予
防
接
種
へ

の
助
成
を
拡
大
す
る
こ
と
。
定
期

接
種
開
始
以
前
の
小
児
へ
の
Ｂ
型

肝
炎
予
防
接
種
の
推
進
の
た
め
に

助
成
制
度
を
新
た
に
創
設
す
る
こ

と
。

④
小
児
ぜ
ん
そ
く
に
対
す
る
公
費

負
担
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
。

⑤
院
外
処
方
に
お
け
る
薬
局
で
の

負
担
を
な
く
す
こ
と
。

⑥
高
齢
者
の
医
療
費
助
成
制
度
対

象
を
広
げ
、
該
当
す
る
人
口
の
半

数
程
度
を
対
象
と
す
る
こ
と
。

⑦
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
。

３ 

、
国
民
健
康
保
険
を
改
善
す
る

こ
と

①
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入

を
行
い
、
市
民
が
安
心
し
て
払
え

る
保
険
料
に
す
る
こ
と
。

②
国
保
料
滞
納
者
の
特
別
療
養
費

制
度
へ
の
移
行
は
、
本
人
の
事
情

を
良
く
く
み
取
り
、
慎
重
に
行
う

こ
と
。

③
国
保
法
44
条
に
よ
る
一
部
負
担

金
免
除
を
拡
充
す
る
こ
と
。

④
国
保
法
77
条
の
国
保
料
の
独
自

軽
減
制
度
に
つ
い
て
、
対
象
所
得

と
減
免
割
合
を
拡
大
す
る
こ
と
。

⑤
国
保
広
域
化
に
よ
る
統
一
保
険

料
押
し
付
け
に
反
対
し
、
国
庫
負

担
増
を
要
求
す
る
こ
と
。

⑥
神
戸
市
の
独
自
控
除
方
式
を
復

活
す
る
こ
と
。

⑦
中
学
３
年
生
ま
で
の
、
子
ど
も

の
保
険
料
（
均
等
割
）
は
、
無
料

に
す
る
こ
と
。

⑧
神
戸
市
国
保
加
入
者
全
員
に
、

資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
こ
と
。

４
、
歯
科
医
療

①
歯
科
技
工
士
（
所
）
や
、
歯
科

技
工
士
の
研
修
、
育
成
の
た
め
の

補
助
金
を
支
出
す
る
こ
と
。

②
歯
科
検
診
・
予
防
活
動
の
セ
ン

タ
ー
と
な
る
口
腔
衛
生
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
。

③
学
校
歯
科
検
診
の
結
果
と
受
診

実
態
を
公
開
し
、
受
診
率
向
上
を

図
る
対
策
、
口
腔
崩
壊
の
子
ど
も

対
策
を
と
る
こ
と
。

④
学
校
歯
科
検
診
で
「
歯
列
不

正
」「
咬
合
異
常
」
を
指
摘
さ
れ

た
学
童
・
生
徒
の
歯
列
矯
正
費
用

に
関
し
て
助
成
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
。

⑤
歯
科
技
工
士
学
校
を
市
内
に
創

設
す
る
こ
と
。

５ 

、
介
護
保
険
制
度
を
改
善
す
る

こ
と

①
自
己
負
担
分
の
公
費
補
助
や
食

費
・
居
住
費
助
成
を
行
う
こ
と
。

②
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
「
地
域

支
援
事
業
（
総
合
事
業
）」
の
利

用
上
限
の
緩
和
を
行
う
こ
と
。

③
介
護
事
業
者
の
経
営
支
援
や
介

護
職
員
の
待
遇
改
善
の
た
め
に
財

政
的
措
置
を
と
る
こ
と
。
保
険
料

減
免
制
度
の
所
得
制
限
を
緩
和
す

る
こ
と
。

６ 

、
市
民
の
健
康
を
維
持
す
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と

①
巨
額
の
費
用
を
投
じ
る
三
宮
の

巨
大
再
開
発
は
見
直
し
、
費
用
を

医
療
・
福
祉
の
充
実
に
使
う
こ

と
。

②
神
戸
製
鋼
に
よ
り
市
街
地
に
増

設
さ
れ
た
石
炭
火
力
発
電
所
３
・

４
号
機
の
稼
働
を
中
止
す
る
よ

う
、
同
社
に
求
め
る
こ
と
。

③
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
ア
ス

ベ
ス
ト
吸
引
曝
露
の
可
能
性
と
健

康
被
害
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
広
く

持
続
的
な
啓
蒙
活
動
を
行
い
、
曝

露
の
可
能
性
の
あ
る
者
へ
の
ハ
イ

リ
ス
ク
検
診
と
し
て
の
ア
ス
ベ
ス

ト
検
診
の
強
化
・
充
実
を
行
う
こ

と
。
一
般
肺
癌
検
診
に
お
い
て
は

職
業
曝
露
の
み
な
ら
ず
、
環
境
曝

露
を
意
識
し
た
問
診
を
具
体
的
に

行
う
こ
と
。
建
築
物
解
体
工
事
に

お
い
て
は
専
門
資
格
所
持
者
に
よ

っ
て
設
計
図
書
に
基
づ
き
、
事
前

に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無
を
厳
し
く

監
視
す
る
と
と
も
に
、
一
定
規
模

以
上
の
解
体
工
事
に
際
し
て
は
、

事
前
に
立
ち
入
り
調
査
を
行
う
こ

と
。Ⅱ 

、
国
政
の
重
要 

課
題
に
つ
い
て

７ 

、
診
療
報
酬
増
を
求
め
、
患
者

負
担
増
に
反
対
す
る
こ
と

　

現
在
、
政
府
は
診
療
報
酬
を
抑

制
し
続
け
る
一
方
、
患
者
負
担
の

さ
ら
な
る
引
き
上
げ
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
負
担
増

や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
除
外
と

い
っ
た
施
策
は
、
必
要
な
受
診
を

妨
げ
、
健
康
格
差
の
拡
大
を
招
く

お
そ
れ
が
あ
る
。
一
方
、
医
療
機

関
は
物
価
高
騰
や
人
件
費
上
昇
の

中
で
経
営
が
逼
迫
し
て
お
り
、
地

域
医
療
の
維
持
の
た
め
に
は
診
療

報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が
不
可

欠
で
あ
る
。
国
民
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
守
る
た

め
に
も
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ
、

患
者
負
担
増
反
対
を
国
に
強
く
求

め
る
べ
き
で
あ
る
。

８ 

、
国
民
監
視
に
道
を
ひ
ら
く

「
デ
ジ
タ
ル
改
革
」
を
改
め
る

よ
う
求
め
る
こ
と

　

政
府
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
・
保
険
証
廃
止
を
端
緒
に

医
療
Ｄ
Ｘ
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
政
策
に
は
医

療
機
関
の
負
担
増
や
、
個
人
の
医

療
情
報
の
漏
洩
リ
ス
ク
増
大
を
伴

う
。
市
民
の
個
人
情
報
を
保
護

し
、
市
民
の
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
権
を
確
立
す
べ
く
政
府
に
働

き
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

９ 

、
原
発
・
石
炭
火
発
ゼ
ロ
を
め

ざ
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
め
ざ
す
こ
と

　

史
上
最
悪
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
福
島
第
１
原
発
事
故
は
、
未
だ

収
束
し
て
お
ら
ず
事
故
原
因
の
検

証
も
不
十
分
な
中
で
、
原
発
の
再

稼
働
は
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

県
の
一
部
が
50
㎞
圏
内
と
な
る
福

井
県
の
原
発
の
再
稼
働
に
反
対

し
、
全
原
発
を
廃
炉
に
す
る
道
に

踏
み
出
す
よ
う
求
め
る
こ
と
。
同

時
に
２
０
５
０
年
に
Ｃ
Ｏ

２
排
出

実
質
ゼ
ロ
の
目
標
を
実
現
す
る
た

め
、
市
内
の
石
炭
火
発
の
新
増
設

を
認
め
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
こ
と
。

10 

、
災
害
被
災
者
の
生
活
復
興
を

支
援
す
る
こ
と

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

と
な
る
が
、
未
だ
被
災
者
の
生
活

再
建
は
ま
ま
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

の
大
震
災
以
来
続
く
、「
創
造
的

復
興
」
に
名
を
借
り
た
被
災
者
の

生
活
再
建
と
か
け
離
れ
た
大
型
公

共
開
発
路
線
を
改
め
、
支
援
金
額

の
抜
本
的
引
き
上
げ
や
、
一
部
損

壊
へ
の
対
象
拡
大
で
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
の
抜
本
的
充
実
を
行

う
よ
う
国
に
求
め
る
こ
と
。

11 

、
非
核
「
神
戸
方
式
」
を
ま
も

り
、
憲
法
を
基
盤
と
し
た
市
政

を
め
ざ
す
こ
と

　

世
界
に
誇
る
非
核
「
神
戸
方

式
」
を
堅
持
し
、
神
戸
か
ら
非
核

と
平
和
の
理
念
を
発
信
す
る
こ

と
。

２
０
２
５
年
神
戸
市
長
選
挙
に
あ
た
っ
て

開
業
保
険
医
師
、及
び
歯
科
医
師
の

 

重
点
要
求（
案
）

岡崎史典氏とともに

神戸市の医療を守り充実させるアピール神戸市の医療を守り充実させるアピール
2025年９月27日

市民にあたたかい神戸をつくる医師・歯科医師の会

　神戸市内すべての医師・歯科医師の皆さんへ。
　10月26日の神戸市長選挙は、物価高騰や人件費上昇で経営危機にある医療機
関を存続させ、市民の命と健康を守るために極めて重要な選挙です。
　久元喜造市政は、中学生以下の医療費無料化を撤回し、「医療費無料がいい
なら三木や明石に行けばいい」と発言。国保料の独自減免や法定外繰り入れを
廃止し、市民負担を増やしてきました。結果、兵庫県で中学生までの医療費無
料制度がないのは神戸市だけです。水道料金・バス運賃・下水道料金なども相
次いで値上げされ、市民の暮らしはますます厳しくなっています。
　さらに、市内でも医療機関は長年抑制され続けてきた診療報酬と、物価高騰
や人件費上昇で、厳しい経営を強いられていますが、神戸市は、大阪市や仙台
市のように、独自の医療機関向け財政措置を実施していません。他にも神戸市
立医療センター西市民病院の新築移転、医療法人若葉会六甲病院の灘区から東
灘区への移転、済生会兵庫県病院の三田市民病院との統合、医療法人徳洲会神
戸徳洲会病院の新築移転等、神戸市内には、地域の医療提供体制を左右する様
々な課題がありますが、市として地域住民、地域の医療関係者の意見を聞き、
必要な財政的支援も含めて、適切な対応をとることができていません。
　一方で市政は、都心・三宮の再整備や大阪湾岸道路西伸事業、国際コンテナ

戦略港湾整備、神戸空港の国際化、新たな産業団地の造成など、インバウン
ド頼みの大型開発に合計数百億円規模の市税を投じています。建設費が物価
や人件費の高騰で膨らんでも計画を見直さず、医療や福祉よりも開発を優先
する姿勢が続いています。
　さらに、久元市長は2025年３月、非核証明書を提出しない米艦船の入港を
許可し、神戸市が全国に誇ってきた非核「神戸方式」を事実上形骸化させま
した。市民の命と健康、平和と安全を守る姿勢より、国や米軍への追従を優
先する市政といわざるを得ません。
　私たちも参加する「神戸・市民要求を実現する会」事務局長の岡崎史典氏
は、物価高騰に苦しむ医療機関・介護施設への支援、保健所の復活、病院統
廃合・病床削減ストップ、国保料・介護保険料の引き下げ、高校卒業までの
医療費完全無料化を掲げています。市民生活と平和を守り、医療を再建する
ために、市政を市民にあたたかい方向へ転換しましょう。
　私たち医師・歯科医師の声を結集し、岡崎史典氏の当選をともに実現しま
しょう。
※ 神戸支部の会員医療機関には、本紙にアピール賛同用紙と募金用紙を同封
しています。ぜひご協力をよろしくお願いします。

兵庫保険医新聞

「神戸市長選挙　投票へ行こう！」
会員投稿を募集します

神戸市政へ望むこと、思うことについて投稿を募集します。
締　切　10月16日（木）　文字数　600字程度
送付先　E-mail:konishi-s@doc-net.or.jp　FAX:078-393-1820まで
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国
際
部
と
西
宮
・
芦
屋
支
部
は

９
月
20
日
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

丸
山
美
和
さ
ん
を
講
師
に
市
民
講

演
会
「
報
告 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災

市
民
の
現
在
と
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
」
を
、
協
会
会
議
室
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
。
会
員
・
市
民
ら

27
人
が
参
加
し
た
。

　

丸
山
さ
ん
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国

立
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
大
学
で
教
鞭
を
執

り
な
が
ら
、
戦
争
の
続
く
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
隣
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
避
難

し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
の
取

材
を
続
け
て
い
る
。
２
回
目
と
な

　

国
際
部
は
、
韓
国
・
大
邱
市
医

師
会
が
同
市
内
で
９
月
７
日
に
開

催
し
た
総
合
学
術
大
会
に
参
加
し

た
。
西
山
裕
康
理
事
長
が
分
科
会

司
会
を
務
め
、
国
際
部
か
ら
、
水

間
美
宏
部
長
、
半
田
伸
夫
副
理
事

長
、
坂
口
智
計
理
事
が
演
題
発
表

し
、
30
人
が
参
加
し
た
。

　

大
邱
市
医
師
会
と
は
コ
ロ
ナ
禍

に
講
演
を
依
頼
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
交
流
が
続
い
て
お
り
、
年

に
１
度
開
催
す
る
総
合
学
術
大
会

へ
の
参
加
要
請
が
あ
り
応
じ
た
も

の
。
大
会
で
は
、
学
術
的
な
演
題

の
ほ
か
、
医
療
法
や
医
療
事
故
な

ど
医
療
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
講

検
査
室
と
発
熱
外
来
の
出
入
り
口

が
近
く
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
Ｃ

Ｔ
が
使
用
で
き
ず
、
ポ
ケ
ッ
ト
エ

コ
ー
な
ど
ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア
超

音
波
に
よ
り
コ
ロ
ナ
を
含
む
検
査

を
実
施
し
た
例
を
紹
介
。
参
加
者

か
ら
は
「
韓
国
で
は
寝
た
き
り
の

患
者
以
外
に
超
音
波
検
査
を
実
施

す
る
こ
と
は
少
な
い
。
災
害
時
な

ど
Ｃ
Ｔ
が
使
え
な
い
時
に
も
有
用

だ
と
わ
か
っ
た
」
な
ど
の
発
言
が

あ
っ
た
。

　

半
田
先
生
は
「W

hat is a 
General Practitioner

（GP

） or 
Home Doctor?

」
を
テ
ー
マ
に

講
演
。
日
本
の
一
般
開
業
医
は
慢

性
・
急
性
疾
患
の
診
療
の
他
、
手

術
も
実
施
し
、
必
要
な
場
合
に
は

病
院
の
専
門
医
に
送
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
を
、
自
院
で
の

事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
示
し
た
。

そ
の
他
、
韓
国
と
保
険
適
用
と
な

る
診
療
範
囲
の
違
い
や
、
日
本
で

は
大
病
院
へ
の
受
診
に
は
紹
介
状

が
必
要
な
ど
医
療
制
度
の
違
い
を

紹
介
。
参
加
者
の
「
イ
ギ
リ
ス
の

よ
う
な
登
録
医
制
度
に
つ
い
て
ど

う
思
う
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、

「
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
を
阻
害
す
る

制
度
に
は
反
対
」
と
回
答
。
そ
の

他
、
Ｇ
Ｐ
と
し
て
の
開
業
を
考
え

て
い
る
が
必
要
な
設
備
は
、
な
ど

の
質
問
も
寄
せ
ら
れ
た
。

　

「
フ
レ
イ
ル
に
お
け
る
医
科
歯

科
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た

坂
口
先
生
は
、
口
腔
内
の
環
境
が

悪
い
と
食
事
が
制
限
さ
れ
低
栄
養

状
態
に
な
り
、
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
状
態
に
陥
る
と
指
摘
。
身
体

の
衰
え
の
ス
ピ
ー
ド
を
遅
ら
せ
る

た
め
に
も
、
医
科
歯
科
を
は
じ
め

多
職
種
で
連
携
し
て
患
者
の
状
態

を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
訴
え
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
韓

国
で
は
日
本
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
よ
う
な
、『
地
域
社
会

統
合
ケ
ア
』
が
始
ま
る
が
、
そ
こ

に
歯
科
医
療
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
歯
科
の
重
要
性
が
わ
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

分
科
会
の
最
後
に
は
、
日
韓
両

国
の
医
療
界
の
協
力
を
深
め
た
こ

と
か
ら
西
山
理
事
長
に
功
労
賞
、

　

２
０
２
５
年
９
月
７
日
、
韓
国

・
大
邱
市
医
師
会
の
学
術
大
会
に

招
待
さ
れ
、
大
邱
市
医
師
会
と
兵

庫
県
保
険
医
協
会
理
事
長
の
司
会

で
国
際
部
の
３
人
が
講
演
し
ま
し

た
。

　

私
は
日
韓
の
歴
史
を
学
ぶ
た

め
、
１
日
早
く
大
邱
に
行
き
ま
し

た
。
自
分
で
市
内
を
回
る
つ
も
り

で
し
た
が
、
大
邱
市
医
師
会
か
ら

申
し
出
が
あ
り
、
私
が
希
望
し
た

全
て
の
場
所
を
案
内
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

【
達
城
韓
日
友
好
館
】

　

豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
を
攻
め
た

時
、
日
本
側
か
ら
朝
鮮
側
に
つ
い

た
沙
也
加
（
＝
雑
賀
？
）
の
記
念

館
で
す
。
沙
也
加
の
行
動
は
、
豊

臣
秀
吉
に
義
は
な
い
と
し
、
朝
鮮

の
民
が
老
母
を
背
負
っ
て
避
難
す

演
題
発
表
者
に
は
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
大
会
の
前
後
で
は
懇
親

会
が
開
か
れ
、
日
韓
の
医
療
情
勢

や
改
善
点
な
ど
も
共
有
し
た
。

る
姿
に
孝
を
感
じ
た
か
ら
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
戦
国
時
代
に
敵
が
味

方
に
味
方
が
敵
に
な
る
の
は
よ
く

あ
っ
た
こ
と
で
、
国
家
の
た
め
に

国
民
が
戦
う
と
い
う
概
念
は
、
明

治
に
国
民
国
家
が
成
立
し
徴
兵
制

が
で
き
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
沙

也
加
か
ら
、
日
本
人
あ
る
い
は
日

本
と
い
う
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
世
界
の
人

々
に
向
き
合
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

【
国
債
報
償
運
動
記
念
公
園
】

　

大
韓
帝
国
は
近
代
化
を
進
め
る

た
め
に
日
本
か
ら
巨
額
の
借
款
を

受
け
い
れ
ま
し
た
。
大
邱
の
書
店

主
・
金
光
済
（
キ
ム
・
グ
ァ
ン
ジ

ェ
）
ら
は
、
こ
れ
が
日
本
へ
の
従

属
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
、
民
衆

の
力
で
返
済
す
る
運
動
を
始
め
ま

し
た
。

　

こ
の
運
動
は
す
ぐ
に
韓
国
全
土

へ
拡
が
り
、
富
者
も
貧
者
も
多
く

の
民
衆
が
費
用
を
拠
出
し
ま
し

た
。
運
動
は
未
完
の
ま
ま
終
わ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
思
想
は
現
在
の

韓
国
の
市
民
運
動
に
受
け
継
が
れ

た
と
言
わ
れ
ま
す
。

【
90
階
段
】

　

１
９
１
９
年
３
月
１
日
に
日
本

統
治
下
の
朝
鮮
で
お
こ
っ
た
独
立

運
動
は
、
三
一
独
立
運
動
と
呼
ば

れ
ま
す
。
独
立
運
動
は
ソ
ウ
ル
の

パ
コ
ダ
公
園
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
瞬
く
間
に
朝
鮮
全
土
へ
拡
が

り
ま
し
た
。

　

独
立
宣
言
の
起
草
者
に
は
天
道

教
や
仏
教
の
ほ
か
キ
リ
ス
ト
教
徒

も
多
く
、
大
邱
で
は
大
邱
第
一
教

会
に
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
が
市
内

へ
続
く
階
段
を
行
き
来
し
ま
し

た
。
階
段
は
そ
の
段
数
か
ら
90
階

段
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
に
大
邱
近
代
歴

史
館
や
李
相
和
（
イ
・
サ

ン
フ
ァ
）
詩
人
古
宅
な
ど

を
巡
り
、
慶
北
大
学
病
院

も
見
学
し
ま
し
た
。

　

日
本
と
韓
国
の
歴
史
を

学
ん
だ
上
で
、
兵
庫
県
と

大
邱
市
、
日
本
と
韓
国
の

未
来
に
向
か
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

演
が
行
わ
れ
た
。

　

水
間
先
生
は

「C
O

V
ID

-19 
measures learned 
fro

m
 

D
ae

g
u
, 

Ultrasound at the 
fever outpatient 
clinic in Kobe

」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。

初
め
に
大
邱
市
で
の

コ
ロ
ナ
対
応
の
学
習

会
を
き
っ
か
け
と
し

た
協
会
と
大
邱
市
医

師
会
と
の
交
流
の
経

過
を
紹
介
。
勤
務
す

る
病
院
で
は
、
Ｃ
Ｔ

て
い
る
若
者
を
力
づ
く
で
バ
ン
に

詰
め
込
む
な
ど
強
引
な
方
法
で
兵

力
を
確
保
し
て
い
る
と
実
際
の
動

画
を
流
し
報
告
。
そ
う
し
た
若
者

は
十
分
な
訓
練
も
積
め
な
い
ま
ま

前
線
に
送
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
命

を
落
と
し
て
い
る
と
語
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
に
国
内
の
人
道
状
況

が
悪
化
す
る
も
と
、
多
く
の
市
民

が
周
辺
国
に
避
難
し
て
い
る
が
、

３
年
を
経
て
周
辺
国
で
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
ヘ
イ
ト
が
酷
く
な
っ
て
い

る
と
危
機
感
を
露
わ
に
し
た
。
丸

山
さ
ん
の
住
む
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も

極
右
政
党
が
支
え
る
カ
ロ
ル
・
ナ

ブ
ロ
ツ
キ
氏
が
６
月
に
大
統
領
に

就
任
。
就
任
し
て
す
ぐ
に
、
公
共

の
空
間
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
の
連
帯
を
示
す
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
旗
が
撤
去
さ
れ
る
な
ど
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
持
し
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
政
策
を
転
換
す
る
こ
と

を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ
イ

ト
ク
ラ
イ
ム
も
多
数
発
生
し
て
い

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
３
年
半

が
経
過
し
、
戦
禍
の
続
く
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
攻
撃

や
空
爆
が
な
か
ば
「
日
常
化
」
し

て
い
る
実
際
を
、
丸
山
さ
ん
は
生

々
し
く
報
告
。
キ
ー
ウ
に
滞
在
し

て
い
た
時
の
経
験
と
し
て
、
市
民

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で

い
つ
、
ど
こ
に
空
爆
が
来
る
か
を

把
握
で
き
て
お
り
、
空
襲
警
報
の

よ
う
に
危
険
と
分
か
れ
ば
地
下
な

ど
に
退
避
す
る
生
活
を
送
っ
て
い

る
と
話
し
た
。
し
か
し
、
丸
山
さ

ん
自
身
も
一
度
通
知
を
見
逃
し
て

し
ま
い
、
自
分
の
い
る
地
域
の
周

囲
が
攻
撃
さ
れ
る
の
を
目
の
当
た

り
に
し
て
震
え
が
止
ま
ら
な
い
ほ

ど
の
恐
怖
を
感
じ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
戦
争
開
始
直
後
に
義
勇

兵
と
し
て
戦
地
に
赴
い
た
「
愛
国

心
」
の
あ
る
若
者
は
す
で
に
多
く

が
亡
く
な
る
か
負
傷
し
た
た
め
、

Ｔ
Ｃ
Ｋ
と
い
う
徴
兵
部
隊
が
「
人

間
狩
り
」
の
よ
う
に
、
街
を
歩
い

る
と
し
、
避
難
し
て
い
る
児
童
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
集
団
か
ら
の
暴

行
被
害
に
遭
っ
た
事
例
を
紹
介
し

た
。

　

丸
山
さ
ん
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
起

き
て
い
る
こ
と
に
他
国
の
人
び
と

が
関
心
を
失
い
か
け
て
い
る
こ
と

を
危
惧
し
、「
こ
の
よ
う
に
日
本

の
み
な
さ
ん
に
発
信
で
き
る
場
が

少
し
で
も
多
く
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。
招
い
て
い
た
だ
き

よ
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

会
場
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
絵
画
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
も
販
売
。
丸
山
さ
ん
は
「
売

上
は
全
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
還
元

す
る
が
、
日
本
の
人
び
と
が
関
心

を
持
っ
て
い
る
と
伝
え
る
こ
と
が

な
に
よ
り
も
励
み
に
な
る
」
と
話

さ
れ
、
参
加
者
は
作
品
を
購
入
し

た
り
、
写
真
を
撮
影
す
る
な
ど
し

て
現
地
の
市
民
に
思
い
を
寄
せ

た
。

る
今
回
の
講
演

は
、
戦
争
が
長
期

化
す
る
も
と
で
市

民
が
お
か
れ
て
い

る
リ
ア
ル
な
状

況
、
変
化
し
て
き

た
周
辺
国
の
模
様

を
報
告
し
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る

２
０
２
２
年
２
月

ウクライナ被災市民のリアルな
現状を語る丸山さん　　　　　

総合学術大会で大邱市医師会のメンバーと記念写真

国
際
部
／
西
宮
・
芦
屋
支
部
市
民
講
演
会

攻
撃
や
空
爆
が「
日
常
化
」

ウ
ク
ラ
イ
ナ
住
民
の
い
ま

国際部が韓国・大邱市医師会の学術大会に参加

日本の医療制度伝える

報 告

国
際
部
長　
　

水
間　

美
宏

韓
国
・
大
邱
訪
問
記

過
去
を
学
び
未
来
に
向
か
う

大邱市医師会の方々と①90階
段、②③達城韓日友好館など
を訪れた　　　　　　　　　

●①

●②

●③

STOP!
命を奪う政治命を奪う政治

オール近畿アクション2025オール近畿アクション2025

2025年11月1日（土）
15：00～

大阪・難波御堂筋ホール
b2ホール

〒542-0076　大阪市中央区難波4-2-1
　難波御堂筋ビルディング

「若い人たちと
 共に考える社会保障」　　　
 講師：佛教大学准教授　長友 薫輝氏

薬の保険外し、病院がなくなる…

長友ゼミナール特別企画

● 参加お申込みは、☎078－393－1807、もしくは上記
二次元コードから

● Osaka Metro「なんば」駅、13号出口直結

最新情報を随時ホームページに
アップしていきます
近畿総決起

ぜひご参加
ください
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「
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

 

エ
プ
ス
タ
イ
ン

世
界
最
高
の
バ
ン
ド
を
育
て
た
男
」

白岩一心

203

員員 稿稿
会 投

　

私
は
幼
少
期
に
起
こ
っ
た
心
的

外
傷
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（P

ost 
Traumatic Stress Disorder

）

で
苦
し
ん
で
い
る
。

　

今
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
80
・
１
０
０
の
放
送
が
さ
か

ん
で
あ
る
。
私
は
昭
和
12
年
（
１

９
３
７
）
生
ま
れ
で
、
80
年
前
の

ス
ト
レ
ス
で
悩
ん
で
い
る
。

　

そ
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
反

戦
歌
を
紹
介
し
よ
う
。

◇
♪
こ
こ
は　

御お

国く
に

を　

何
百
里

離
れ
て
遠
き　

満
州
の

赤
い
夕
日
に　

照
ら
さ
れ
て

友
は
野の

末ず
え

の　

石
の
下
♪

　

１
２
０
年
前
、
日
露
戦
争
で
日

本
が
戦
勝
国
で
あ
っ
た
が
、
当
時

日
本
国
民
の
不
満
が
積
も
っ
て
い

た
、
と
い
う
。「
戦
友
」
と
し
て

歌
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
。
こ
の

後
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
禁
止

さ
れ
た
。

　

こ
の
歌
は
80
年
前
、
戦
地
か
ら

帰
っ
て
き
た
兵
隊
さ
ん
が
歌
っ
て

い
た
の
を
何
度
も
聞
い
て
い
て
覚

え
て
し
ま
っ
て
い
た
。
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
放
送
が
頻
回
に
さ
れ
る
た
び

に
思
い
出
さ
れ
る
。

◇
♪
新
兵
さ
ん
は　

か
わ
い
そ
う

だ
な
あ　

ま
た
寝
て　

泣
く
の
か

な
あ
♪

　

高
齢
だ
っ
た
父
に
赤
紙
が
来

た
。
昭
和
21
年
に
帰
っ
て
き
た
。

上
官
に
何
度
も
殴
ら
れ
た
、
と
い

っ
た
。
こ
の
歌
は
起
床
ラ
ッ
パ
だ

っ
た
。
父
は
こ
の
替
歌
を
何
度
も

歌
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
選
挙
の

た
び
に
、
社
会
党
に
入
れ
ろ
と
言

っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

６
月
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
診
断
さ
れ
た

患
者
さ
ん
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。

進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
が
期
待
で

き
る
Ｖ
12
製
剤
（
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ

ン
）
に
つ
い
て
、
２
０
２
４
年
10

月
に
良
好
な
治
験
結
果
か
ら
保
険

適
用
と
な
り
、
使
用
さ
れ
た
個
人

の
感
想
で
も
改
善
し
た
と
の
声
が

あ
る
が
、
８
月
末
現
在
で
出
荷
調

整
さ
れ
て
い
て
、
い
ま
だ
入
手
困

難
で
使
用
で
き
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
患
者
さ
ん
は
症
状
が
徐
々

に
進
行
し
て
い
る
の
で
不
安
な
毎

日
を
送
ら
れ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
は
、
２
０
２
５
年

２
月
に
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ
ン
の
こ
と
を

国
と
製
薬
会
社
（
エ
ー
ザ
イ
）
に

陳
情
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
厚
生
労
働
省
は
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ

ン
安
定
供
給
に
つ
い
て
エ
ー
ザ
イ

に
継
続
的
報
告
を
求
め
、
エ
ー
ザ

イ
は
、
増
産
と
追
加
製
造
所
の
整

備
を
す
す
め
、
厚
労
省
は
審
査
短

縮
な
ど
迅
速
に
対
応
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

陳
情
か
ら
半
年
も
た
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
現
場
で
は
ま
だ

出
荷
調
整
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ

の
理
由
と
進
捗
状
況
を
国
と
製
薬

会
社
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
に
返
事
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

問
題
解
決
能
力
の
あ
る
人
間
な

ら
、
う
ま
く
作
動
し
て
い
な
い
律

速
段
階
を
明
確
に
し
、
個
別
の
改

善
策
を
出
し
て
い
く
。
そ
れ
に

は
、
行
政
と
し
て
間
違
っ
て
い
た

こ
と
は
間
違
っ
て
い
た
と
い
え
る

文
化
、
必
要
な
ら
担
当
課
（
ま
た

は
省
庁
）
を
超
え
て
の
議
論
が
で

き
る
体
制
に
変
え
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　

入
手
困
難
な
律
速
因
子
は
何
な

の
か
、
議
論
す
る
に
は
以
下
の
デ

ー
タ
が
必
要
な
の
で
エ
ー
ザ
イ
の

Ｍ
Ｒ
に
質
問
し
た
。

・
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ
ン
の
月
産
は
何
バ

イ
ア
ル
で
、
過
去
１
年
間
で
ど
れ

く
ら
い
増
産
で
き
て
い
る
の
か 

。

・
何
名
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
に
使
用
さ

れ
て
い
て
、
薬
を
待
っ
て
い
る
人

は
何
名
か
？

　

会
社
か
ら
の
回
答
で
は
ロ
ゼ
バ

ラ
ミ
ン
は
約
２
０
０
０
名
に
使
わ

れ
て
い
る
以
外
は
、
私
た
ち
が
要

求
し
た
具
体
的
数
字
や
公
表
さ
れ

な
い
理
由
に
つ
い
て
は
返
事
が
な

か
っ
た
。
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ
ン
は
薬
価

が
１
万
円
く
ら
い
な
の
で
、
会
社

と
し
て
増
産
意
欲
が
さ
が
る
こ
と

は
な
い
。
増
産
を
止
め
て
い
る
原

因
は
高
く
設
定
さ
れ
た
医
療
費
の

た
め
に
、
国
が
制
御
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
、
デ
ー
タ
を
見
れ
ば
推

測
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
事
象
は
、
現
在
処
方
し
て

も
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
な
い
エ
リ

ス
ロ
シ
ン
や
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｃ
も
同
じ
だ

ろ
う
。
想
像
で
薬
価
が
安
す
ぎ
る

か
ら
と
考
え
ら
れ
た
が
、
や
は
り

適
切
に
増
産
し
て
も
ら
う
に
は
ロ

ゼ
バ
ラ
ミ
ン
の
場
合
と
同
じ
く
デ

ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
代
経
済
学
は
、
現
代
経
済
が

貨
幣
経
済
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
お
金
と
は
何
か
と
い
う
問
い

に
対
し
て
何
の
明
確
な
答
え
を
持

た
な
い
ま
ま
で
発
展
し
て
き
た
。

こ
れ
は
致
命
的
で
あ
る
。
街
中
で

　

今
ま
で
に
も
、
保
険
医
協
会
か

ら
薬
剤
不
足
に
つ
い
て
は
国
に
改

善
を
要
望
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、
行
政
が
な
か
な
か
適
切
に

処
理
で
き
な
い
な
ら
、
ま
ず
は
改

善
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を
開
示
し

て
も
ら
っ
て
そ
の
律
速
の
部
分
に

対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
個
別
意
見

を
申
し
述
べ
る
ほ
う
が
い
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？

し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
あ

る
人
は
税
金
と
し
て
納
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
ら
お
金
と
し
て
通

用
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

本
当
に
そ
う
で
あ
ろ
う
か
？　

で
は
誰
も
税
金
を
払
わ
な
く
て
も

よ
い
社
会
で
は
お
金
の
価
値
は
存

在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
政
府
が
必
要
な
お
金

の
た
め
に
、
国
債
を
発
行
し
ま
く

っ
て
誰
か
ら
も
税
金
を
取
ら
な
く

て
よ
い
国
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

通
貨
は
通
用
し
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
？　

い
や
理
論
的
に
は
そ
の
よ

う
な
国
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は

な
い
。
政
府
が
必
要
な
お
金
は
政

府
が
国
債
を
発
行
し
て
得
て
、
そ

れ
を
国
民
に
払
う
の
で
あ
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
お
金
は
偏
り
こ
そ
す

れ
、
政
府
か
ら
払
い
出
さ
れ
る
お

金
に
よ
っ
て
、
国
民
は
通
貨
を
使

う
社
会
な
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
社

会
が
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ

る
。

　

そ
れ
は
丁
度
、
政
府
が
管
理
す

る
貨
幣
制
度
に
よ
っ
て
お
米
を
買

い
上
げ
支
払
い
、
鉛
筆
を
買
い
上

げ
支
払
い
、
紙
を
買
い
上
げ
支
払

い
、
必
要
な
ガ
ソ
リ
ン
を
買
い
上

げ
支
払
い
、
宿
舎
を
建
て
て
も
ら

い
買
い
上
げ
〜
国
民
は
そ
れ
ら
の

代
金
で
物
を
買
う
社
会
で
あ
る
。

　

税
金
は
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ

る
。
イ
ン
フ
レ
は
発
生
す
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
従
っ
て
、
税
金
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
と

言
っ
て
、
お
金
が
お
金
と
し
て
通

用
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
理
論
は

成
り
立
た
な
い
。

　

そ
れ
と
も
こ
の
よ
う
に
税
金
を

払
わ
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
れ
ば

お
金
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
か
ら

と
政
府
発
行
の
お
金
の
受
け
取
り

を
拒
否
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

違
う
よ
ね
。

 

（
つ
づ
く
）

聞
い
て
も
お
金
と
は
何
か
を
誰
も

知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

お
金
は
な
ぜ
に
通
用
す
る
の

か
？　

あ
る
人
は
こ
の
問
い
に
対

し
て
、
み
ん
な
が
お
金
を
お
金
と

し
て
信
用
し
て
い
る
か
ら
、
通
用

　

20
世
紀
・
世
界
最
高
バ
ン
ド

と
評
さ
れ
る
「
ザ
・
ビ
ー
ト
ル

ズ
」
の
優
れ
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
生
涯
に
焦
点
を
当
て
た
実
話

に
基
づ
く
伝
記
映
画
「
ブ
ラ
イ

ア
ン
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　

ビ
ー
ト
ル
ズ
は
、
現
在
も
人

気
が
衰
え
る
こ
と
な
く
、
音
楽

史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
の
文

化
史
に
も
多
大
な
足
跡
を
残
し

て
い
ま
す
。
有
名
な
曲
の
中
に

は
、
平
和
の
象
徴
と
語
り
継
が

れ
る
曲
も
あ
り
ま
す
。

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
敏
腕

を
振
る
う
一
方
で
、
エ
プ
ス
タ

し
て
や
が
て
薬
物
に
依
存
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
く
姿
に
、
な

ん
と
も
言
え
な
い
思
い
に
駆
ら

れ
ま
す
。
エ
プ
ス
タ
イ
ン
は
32

歳
と
い
う
短
命
で
生
涯
を
閉
じ

ま
す
。
そ
の
短
命
で
濃
厚
な
半

生
と
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
い
う
世

界
的
バ
ン
ド
の
知
ら
れ
ざ
る
内

幕
を
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
５
９
年
、
イ
ギ
リ
ス
の

リ
バ
プ
ー
ル
。
ユ
ダ
ヤ
系
家
庭

に
生
ま
れ
育
っ
た
ブ
ラ
イ
ア
ン

・
エ
プ
ス
タ
イ
ン
は
、
家
業
の

家
具
店
で
忙
し
い
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
熱
心
に
働
く
ブ

ラ
イ
ア
ン
の
お
か
げ
で
家
具
店

は
繁
盛
し
、
若
者
文
化
の
広
が

り
を
見
越
し
て
、
新
た
に
始
め

た
レ
コ
ー
ド
店
も
評
判
に
な
り

ま
す
。

　

１
９
６
１
年
11
月
、
ド
イ
ツ

・
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
発
売
さ
れ
た

１
枚
の
レ
コ
ー
ド
が
話
題
を
集

め
て
い
る
と
知
っ
た
ブ
ラ
イ
ア

ン
は
、
そ
の
バ
ン
ド
が
出
演
す

る
地
下
ク
ラ
ブ
「
キ
ャ
ヴ
ァ
ー

ン
」
を
訪
れ
ま
す
。
そ
の
４
人

組
バ
ン
ド
こ
そ
が
ビ
ー
ト
ル

ズ
。
地
元
リ
バ
プ
ー
ル
で
結
成

さ
れ
た
、
無
名
に
近
い
20
代
の

若
者
た
ち
で
し
た
。

　

そ
の
サ
ウ
ン
ド
に
魅
了
さ
れ

た
ブ
ラ
イ
ア
ン
は
、
彼
ら
を
世

に
出
し
た
い
と
考
え
、
家
業
の

傍
ら
バ
ン
ド
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
手
が
け
る
こ
と
を
決
意
し

ま
す
。
彼
ら
の
初
代
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
か
ら
権
利
を
譲
り
受
け
、

早
速
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
の
た

め
の
企
画
構
想
演
出
や
多
額
の

資
金
集
め
な
ど
を
始
め
ま
す
が

…
…
。

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
人

知
れ
な
い
苦
悩
と
孤
独
と
の
闘

い
、
活
躍
を
願
う
思
い
、
熱
い

深
い
「
心
の
真
実
、
誠
実
な
感

情
」
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
世
界
的
な
人

気
の
裏
に
あ
っ
た
史
実
に
思
わ

ず
惹
き
こ
ま
れ
ま
す
。
エ
プ
ス

タ
イ
ン
の
最
期
は
、
自
死
説
も

流
れ
て
い
ま
す
が
、
連
日
の
ア

ス
ピ
リ
ン
大
量
摂
取
に
よ
る
事

故
死
が
明
白
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

珠
玉
の
有
名
な
曲
と
と
も

に
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
全
盛
時
と
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
過
酷
な
人
生
を

見
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？　

映

画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞

を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

イ
ン
は
業
務

過
多
に
よ
る

過
労
、
自
身

が
同
性
愛
者

で
あ
る
こ
と

に
よ
る
偏
見

な
ど
に
苦
し

み
ま
す
。
そ

員員

稿稿

会

投

アーカイブス
80・100に思う

西宮市　　法西　　浩

国
へ
の
陳
情
方
法
に
対
す
る

ひ
と
つ
の
提
案

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

員員 稿稿
会 投

お
金
と
は
何
か
？　
そ
の
１

小
野
市
・
歯
科　
　

幸
田　

雄
策
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■西宮・芦屋支部■第45回支部総会・市民公開講演会

■北阪神支部■第40回支部総会・市民公開記念講演

■加古川・高砂支部■第44回支部総会・市民講演

■神戸支部■第46回総会・記念企画

災害時にも安心できるトイレ環境づくり
～トイレで困る人を減らすために～

いつまでもいきいき元気に！
健康寿命を延ばす簡単筋トレ法

今後の地域医療・ケアの課題

依存症と共に生きる

日　時　10月18日（土）14時30分～
会　場　西宮市プレラホール（阪急西宮北口駅直結）
講　師　日本トイレ研究所　代表理事　加藤　篤さん

日　時　10月25日（土）15時15分～16時30分　　
会　場　東リ　いたみホール　６階　中ホール
講　師　順天堂大学スポーツ健康科学部教授　谷本道哉先生
定　員　100人程度

日　時　10月18日（土）15時～16時30分
会　場　加古川商工会議所４階大会議室（加古川プラザホテル隣）
講　師　西村医院　西村正二先生

日　時　10月18日（土）15時～17時
会　場　県農業会館大ホール
記念講演　「アルコール依存と向き合う」　山口　達也氏
ミニ講演　「日常診療で依存症かな？と思ったら」
 長田区・にじハートクリニック　大谷　夏実先生
会場定員　400人　　対　象　会員・会員医療機関職員

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

NHK「みんなの筋肉体操」でおなじみの

支部総会・記念企画のご案内支部総会・記念企画のご案内



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

第２１１４号 （８）２０２５年(令和７年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)

メインテーマ「ネット社会の危うさと医療のかかわり」「ネット社会の危うさと医療のかかわり」
10月26日（日）10時～15時

〈10時～12時：分科会、13時～15時：特別講演〉

※特別講演およびA分科会はZoom視聴によるご参加も可能
兵庫県保険医協会 会議室（神戸フコク生命海岸通ビル）

分科会プログラム  10時～12時（発表順は変更の可能性があります）※協会ホームページ http://www.hhk.jp/に各演題の抄録を掲載予定

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会 参加費無料　県内各地の特産品もプレゼント参加費無料　県内各地の特産品もプレゼント

第34回第34回日常診療経験交流会日常診療経験交流会

来場参加希望者、その他お問い合わせは、兵庫県保険医協会☎078－393－1840 研究部までご連絡ください。

Zoom参加申し込み方法 下記よりご参加予定の企画に個別登録してください。登録後に案内メールが届きます。

〈Ａ分科会〉
https://x.gd/ncicq

※ 今年はZoom視聴できる分科会はＡ分科会のみです。他の分科会につ
きましては後日動画のアップロードを予定しております。

　 ７年ぶりに支部特産品の抽選会も開催いたしますので現地でのご参加
お待ちしております。

〈特別講演〉
https://x.gd/5ajRt

会場地図 JR元町駅
阪神元町駅

大丸神戸店

兵庫県
農業会館

栄町通

国道２号線

神戸フコク生命
海岸通ビル

南京町

元町商店街

鯉
川
筋

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド

地下
鉄海
岸線

旧居留地・
大丸前駅

ト
ア
ロ
ー
ド

【住所】神戸市中央区海岸通１―２―31
【交通】JR・阪神元町駅から南へ徒歩７分、神戸三宮駅から徒歩20分
※お車の方は周辺の有料駐車場をご利用ください。

・ 「緑（あお）い鳥・アオバトを訪ねて」「バード
ウォッチングin2025」「ボタニカルアート2024.
９～2025.８」

 （西宮市・法西医院　法西浩先生〈医師〉）
・ 「大気汚染の自主的調査活動の重要性について

～兵庫県保険医協会空気の汚れ調査～」
 （東灘区 東神戸病院　森岡芳雄先生〈医師〉）
・ 在宅で使う機材（CPAP、空気清浄機等）の展

示（ミヤコ在宅医療サービス（株））

展 示

健康格差の縮小は可能か？健康格差の縮小は可能か？
千葉大学名誉教授千葉大学名誉教授　　　　近藤　克則近藤　克則先生先生

　「最高所得層に比べ最低所得層で、要介護認定を受ける者が５倍も多い」。そんな
健康格差に驚いたのは、まだ日本に「先進国の中では平等な国」という幻想が残って
いた2000年のことであった。発表すると多くの批判や課題を突きつけられた。「極端
な例ではないか」「他のまちや指標でも見られるのか」「低所得だから不健康とは限ら
ない」。逆に「不健康だから（仕事が続かず）所得が低いだけではないのか」「健康格
差はどんなプロセスで生まれるのか」「仮に低所得が原因だとして、どんな対策があ
るのか」「放置すべきではないが、健康格差は根深いから縮小など無理ではないか」
などである。25年の研究でわかったことをお話ししたい。 【近藤　記】

来場講演されます
【ご略歴】1983年千葉大学医学部卒業。東京大学医学部附属病院リハビリテーション部医員、船橋二和病院リハビリテー
ション科科長などを経て、1997年日本福祉大学助教授。University of Kent at Canterbury（イギリス）客員研究員
（2000-2001）、日本福祉大学教授を経て、2014年から千葉大学予防医学センター社会予防医学研究部門教授。2016年から
国立長寿医療研究センター研究所老年学・社会科学研究センター老年学評価研究部長を併任。2018年から2024年一般社団
法人 日本老年学的評価研究機構代表理事（併任）、2024年から現職。著書は『長生きできる町』（角川新書 2018）、『健康
格差社会―何が心と健康を蝕むのか（第２版）』（医学書院 2022）など多数。 

特　別
講　演

報告者 医療機関名等 職　種 テ　　ー　　マ 発表時間

Ａ
分
科
会

1 広川　恵一 広川内科クリニック 医師 高血圧症通院者100名について～2009年より16年経過した2025年での通院継続と中止状況にみる診療課題の検討 10:05～10:20

2 林　　武志 はやし内科クリニック 医師 CKD重症化予防を目指した地域医療連携の取り組み 10:20～10:35

3 半田　伸夫 半田医院 医師 内科開業医とかかりつけ医 10:35～10:50

4 高森　信岳 室井メディカルオフィス 医師 日常診療における抗認知症新薬レカネマブの使用経験について 10:50～11:05

5 高田　　裕 たかたクリニック 医師 かかりつけ医と在宅ターミナルケア―当クリニックの取り組みと展望― 11:15～11:30

6 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 社会情報医療情報の入手経路（職員へのアンケート調査から） 11:30～11:45

7 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 COVID-19感染の収束時期を推定する 11:45～12:00

Ｂ
分
科
会

1 太田　智裕
餘家千寿子 訪問看護ステーションのむら 理学療法士

訪問看護師 訪問看護ステーションのむら、24時間365日対応体制となり３年経過しての振り返り 10:05～10:20

2 藤井　佳朗 新神戸歯科 歯科医師 パーキンソン氏病に対する歯科的対応 10:20～10:35

3 坂口　智計 とも歯科医院 歯科医師 日々のGP臨床で活用できる歯科矯正的小技の紹介 10:35～10:50

4 大槻　榮人 大槻歯科医院 歯科医師 根未完成失活歯にリバスクラリゼーションが奏功した5症例 10:50～11:05

5 泉　　敏治 ハイテックデンタルラボラトリー 歯科技工士 もっと効率良い歯科業界に、歯科技工士がやり甲斐のある職業になるために 11:15～11:30

6 阿部　勝也 阿部歯科医院 歯科医師 重篤な脳梗塞に見舞われて 11:30～11:45

7 阿部　勝也 阿部歯科医院 歯科医師 嚥下障害のリハビリテーション 11:45～12:00

Ｃ
分
科
会

1 古井　裕子 なつめ薬局 薬剤師 一枚の処方箋から考える薬剤師の「頭の中」と「心の内」 10:05～10:20

2 西村ゆかり ひまわり薬局 薬剤師 医療DXと薬局の関わり 10:20～10:35

3 永本　　浩 永本医院 医師 その補聴器（集音器）買うのを一寸（ちょっと）待って!!　～～イヤモールドについて～～ 10:35～10:50

4 武村　義人 反核・平和部 医師 被爆80年「Don't Bank on the Bomb～核兵器にお金を貸すな～」キャンペーンを広げよう 10:50～11:05

5 滝本　和雄 東神戸病院 医師 兵庫民医連PFAS運動の取り組み 11:15～11:30

6 水間　美宏 国際部 医師 日常診療で役立つ「やさしい日本語」と“MedicalEnglish” 11:30～11:45

7 木原　章雄 きはら心療クリニック 医師 『地方社会における後期高齢者の運転をめぐる問題について』～かかりつけ医として留意すべきこと～令和４年の改定を踏まえ 11:45～12:00

13時～15時

10時～15時


